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1. 小金井大学院の概要 

 情報科学研究科 

 研究科長の挨拶 

 大学院情報科学研究科長 小池 崇文 

情報科学研究科の大学院生の皆さん 

この原稿執筆時には新型コロナ感染症（COVID-19）のパンデミックが始まってから早くも 2年が経

とうとしています．2 年前の私は 1 年位でなんとかなるのでは?と楽観的な気持ちでいましたが，そ

の期待は見事に裏切られてしまいました．今も皆さん含めて世界が大変な状況です．一方で，学部や

研究科の講義はハイブリッド対応となりましたし，関連したサービスや技術は大きく進歩しました．

私の専門の一つである VR分野でも，ソーシャル VR等，色々な技術の提案やサービスが開始され，ポ

ストコロナ時代へ向けた様々な技術開発が始まっています．この事実からも，情報科学の重要性は今

まで以上に高まっていることはお分かりかと思います． 

では，情報科学研究科で何を学ぶかについてもお話したいと思います．まずは，言わずもがな情報

科学の知識とその基礎です．情報科学分野は他の理系学問分野に比べて比較的新しいこともあり，技

術の進歩が非常に速いです．例えば，私の学生時代には Go言語はありませんでしたし，GPUもまだ産

声をあげた時でした．機械語や CG の知識があれば GPU は簡単に使いこなすことができますし，他の

プログラミング言語をしっかりと学べていれば，新しい言語も比較的簡単に使いこなすことができま

す．このように，新しい技術が出てきても，学生時代に学んだことは必ず生きてきます． 

続いて，高度な数学です．近年は，巷で言われている AI の基盤技術の一つである機械学習が急速

な進歩をとげています．この技術を正確に理解し今後もフォローし続けるには，大学院レベルの数学

の知識が必要になります．数学は習得に非常に時間のかかる学問です．技術が流行してからでは追い

つくことが大変です．是非，学生時代を有効活用してください． 
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最後に，文章作成力も身につけてください．大学院では研究を行います．その研究成果をまとめて，

学会で発表したり，論文にまとめたりします．自分の行ったことを，相手に簡潔に正確に伝える技術

は，情報科学の技術以上に大事なことも多いです．仕事の基本はコミュニケーションです．研究にお

いても，指導教員との日々の議論をはじめ，多くのコミュニケーションが発生します．相手に情報を

伝えられないと，折角の技術も伝わりませんし評価されません． 

最後にもう一つ，皆さんに伝えたいことがあります．大学院時代にはアクティブに，沢山の勉学や

研究，経験をしてください．必ず，大学院での様々な体験が将来につながります． 

このように私が考える背景について，簡単にお話したいと思います．私が大学院生であった約 25

年前は，Web 技術の普及が始まり，JAVA言語が登場してきた時代でした．もちろん，こうした新しい

技術の教科書は存在しませんでしたし，ネットの情報も限られていました．これらの技術は修士の研

究室ゼミで勉強しました．また，Linux も当時注目を浴び始めた時期でした．秋葉原に行きパーツを

購入して自分で PC を組み立て，それに Linux をインストールし色々と試行錯誤していました．当時

学んだ Webやインターネットの技術を活かして得たアルバイト代で，当時，自宅の自室にインターネ

ットの専用回線を引いてサーバ運用もしていました．研究室のサーバ管理を通じて身につけた実践経

験や知識があったこともあり，春休みに追加で集中的に勉強して，ネットワークスペシャリストの取

得にもチャレンジしました．もちろん，研究そのものもしていましたので，徹夜でシステム構築やコ

ードを書くことも日常茶飯事でしたが，とても楽しく充実した日々でした． 

私は修士課程修了後，一般企業に努めていますが，大学院の時の経験や習得した技術の多くが実際

に役立ちました．法政大学に着任してからも，常にそのように感じています．また，この時の経験が

現在の人生の基盤になっていることも強く感じています．このような経験もあり，今でも新しい技術

の勉強はとても楽しいですし，基礎があるからアラフィフになっても新しい技術の習得が出来ていま

す．当時の私は，将来のことはあまり考えておらず，単に興味から色々な活動をしていたのですが，

それらの経験が今の仕事にも通じています． 

大学院時代が，皆様にとって人生の礎となることを願っています． 
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 理念･目標・教育目標 / 3つのポリシー 

－ 情報科学研究科 理念・目標・教育目標 － 

https://cis.hosei.ac.jp/gs/about/introduction/ 

－ 学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー） － 

https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/hoshin/ukeire_hoshin/daigaku_in/ 

－ 教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） － 

https://www.hosei.ac.jp/gs/daigakuin/rinen/cul/ 

－ 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） － 

https://www.hosei.ac.jp/gs/daigakuin/rinen/dip/ 

 

 カリキュラム・ツリー、カリキュラム・マップ 

－ カリキュラム・ツリー、カリキュラム・マップ － 

https://cis.hosei.ac.jp/gs/courses/curriculum/ 

  

https://cis.hosei.ac.jp/gs/about/introduction/
https://www.hosei.ac.jp/hosei/daigakugaiyo/rinen/hoshin/ukeire_hoshin/daigaku_in/
https://www.hosei.ac.jp/gs/daigakuin/rinen/cul/
https://www.hosei.ac.jp/gs/daigakuin/rinen/dip/
https://cis.hosei.ac.jp/gs/courses/curriculum/
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 2022年度情報科学研究科研究指導教員一覧 

身分 氏名   備考 

教授 赤石
アカイシ 

 美奈
ミナ 

  Ｄ   

教授 伊藤
イトウ

 克亘
カツノブ

 Ｄ   

教授  内田
ウ チ ダ

 薫
カオル

 Ｄ 副主任 

教授 尾花
オバナ

 賢
サトシ

  Ｄ   

教授 主任 小池
コイケ

 崇文
タカフミ

 Ｄ 研究科長  

教授 小西
コニシ

 克巳
カツミ

 Ｄ   

教授 佐々木
ササキ

 晃
アキラ

 Ｄ   

教授 佐藤
サトウ 

 裕二
ユウジ

 Ｄ   

教授 善甫
ゼンポ

 康成
ヤスナリ

 Ｄ   

教授 高村
タカムラ

 誠之
セ イ シ

 Ｄ  

教授 花泉
ハナイズミ 

 弘
ヒロシ

 Ｄ   

教授 日高
ヒダカ

 宗一郎
ソウイチロウ

 Ｄ   

教授 廣津
ヒロツ

 登志夫
トシオ

 Ｄ   

教授 黄
ファン

 潤和
ルンヘ

 Ｄ   

教授  藤田
フジタ

 悟
サトル

 Ｄ  

教授  細部
ホソベ

 博史
ヒロシ

 Ｄ  

教授 馬
マ 

 建華
ジェンファ

 Ｄ   

教授 雪田
ユキタ

 修一
シュウイチ

 Ｄ   

教授 李
リー

 亜民
ヤ ミ ン

 Ｄ  

准教授 相島
アイシマ

 健助
ケンスケ

 Ｄ   

准教授 佐藤
サ ト ウ

 周
シュウ

平
ヘイ

 Ｄ  

准教授 首藤
ス ド ウ

 裕一
ユウイチ

 Ｄ  

                                2022.04.01 時点 

                           D：修士課程・博士後期課程の研究指導担当 
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 理工学研究科 

 研究科長の挨拶 

大学院理工学研究科長  濱本 宏 

法政大学大学院理工学研究科へ、ご入学おめでとうございます。 

理工学研究科は、2013年に工学研究科をベースとして理工学部と生命科学部の大学院として開設されま

した。6つの専攻、さらに一部が系・領域に分れる 8つの学問分野で構成されています。また、学問の礎

を作る「理」から科学技術の社会貢献を目指す「工」まで、基礎と応用のいずれにも取り組んでいます。

皆さん、それぞれの分野での学びと研究に取り組む準備はできていますか？ 

大学院入試の面接で「なぜ大学院に進学希望するのですか」と聞くと、「学部での研究を続けたい」、

「研究が楽しくなってきた」、「希望する分野、職種での就職に有利」など、返答は様々です。「研究は楽

しい？」・・・まだちょっとわからないという皆さん、例えば些細な楽しみも有りかと思います。僕は、

文献を集めて並べることがちょっと楽しみでした。昔は図書館に行って「文献複写申込書」を書いてコピ

ーだったので、今より達成感があったのかもしれません。所属機関の図書館にない場合は、その文献を所

蔵している図書館まで、気分転換をかねて出かけることもありました。多くは細かいことに関する論文で

期待外れもありましたが、それでも出かけて出会ったヨロコビがありました。もちろん、研究の楽しみの

真ん中は真理の解明、新手法の開発などに取り組むことですが、些細な楽しみも大切だと思っています。 

一方、すでに研究の楽しさ満喫している皆さんには、楽しいことばかりではありません。わかっている

ように、ツライこともあります。そんな時は、教員や仲間と研究のことだけでなく話すことが、一つの解

決策です。また、僕自身は、ちょっと感覚が研がれてしまったときに、偶然目に入ったいわゆる偉人の言

葉に共感し、変に励まされることもありました。「論語」も日頃に目を通すものではないかもしれませ

ん。その中に「学びて思わざれば則ち罔し（くらし）、思いて学ばざれば則ち殆し（あやうし）」という教

えがあったと思います。これは僕が変に励まされたコトバとは違うのですが、研究に行き詰った際に、ち

ょっと考えてよい言葉かと思います。すなわち、学んだこと（実験結果はこうあるべきだ）にこだわりす
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ぎて、考えること（もしかするとこれまでの定説が間違っているのかもしれない、など）を怠ってない

か、また、その逆に自分の実験結果とそこへの考察が、気づかぬうちに独りよがりになり冷静さを失って

もがいていないか、どうでしょうか？ 

皆さんと一緒に、学び、研究できることが楽しみです。充実した、よい大学院時間を過ごしましょう。 
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  理念･目標 / 教育目標 / 3 つのポリシー / カリキュラムツリー・マップ 

－ 理工学研究科 理念・目標 － 

https://www.hosei.ac.jp/gs/riko/ 

 

－ 学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）、教育課程の編成・実施方針（カリキュラ

ム・ポリシー）、学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、カリキュラム・ツリー、カリキュラム・

マップ － 

https://www.hosei.ac.jp/gs/riko/ （各専攻ページ内） 

 

 

https://www.hosei.ac.jp/gs/riko/
https://www.hosei.ac.jp/gs/riko/　
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 ２０２２年度 理工学研究科専任教員一覧 

2022.4.1

専攻 身分 氏名 担当 専攻 身分 氏名 担当 専攻 身分 氏名 担当

教授 新井
アライ　　

  和吉
カズヨシ

Ｄ 創生科学系 教授 明石
アカシ

　孝也
タカヤ

Ｄ

教授 石井
イシイ

　千春
チハル

Ｄ 教授 金沢
カナザワ

　誠
マコト

Ｄ 教授 主任 石垣
イシガキ

  隆正
タカマサ

Ｄ

教授 川上  忠重
カワカミ　　タダシゲ

Ｄ 教授 小林
コバヤシ

  一
カズユキ

行 Ｄ 教授　 緒方
オガタ

  啓典
ヒロノリ

Ｄ

教授 崎野
サキノ　　

  清憲
キヨタカ

Ｄ 教授 小宮山
コミヤマ

　裕
ユタカ

Ｄ 教授 河内
カワチ

　敦
アツシ

Ｄ

教授 チャピ　ゲンツィ Ｄ 教授 佐藤
サトウ

　修一
シュウイチ

Ｄ 教授 杉山
スギヤマ

　賢次
ケンジ

Ｄ

教授 塚本
ツカモト

　英明
ヒデアキ

Ｄ 教授 主任 塩谷
シオヤ　

　勇
イサム

Ｄ 教授 髙井
タカイ

　和之
カズユキ

Ｄ

教授 辻田
ツジタ　　

  星歩
ホシオ

Ｄ 教授 鈴木
スズキ　　

  郁
カオル

Ｄ 教授 森
モリ

　隆昌
タカマサ

Ｄ

教授 主任 平野
ヒラノ

　利幸
トシユキ

Ｄ 教授 松尾
マツオ　

　由賀利
ユカリ

Ｄ (10名) 教授 山下
ヤマシタ

　明泰
アキヒロ

Ｄ

(12名) 教授 平野
ヒラノ

　元久
モトヒサ

Ｄ 教授 伊藤
イトウ

  隆一
リュウイチ

Ｍ科 教授 渡邊
ワタナベ

　雄二郎
ユウジロウ

Ｄ

教授 御
ミ

法
ノリ

川
カワ

 　学
ガク

Ｄ 教授 呉
ゴ

　暁林
ギョ -リン

Ｍ科 准教授 小鍋
コナベ

　哲
サトル

Ｍ科

教授 吉田
ヨシダ

　一朗
イチロウ

Ｄ 教授 梨本
ナシモト

　邦
クニ

直
ナオ

Ｍ科 生命機能学領域

准教授 相原
アイハラ

　建
タツ

人
ヒト

Ｍ 教授 福澤
フクザワ

　レベッカ Ｍ科 教授 副主任 金子
カネコ

　智行
トモユキ

Ｄ

教授 伊藤
イトウ

  一之
カズユキ

Ｄ 准教授 柴田
シバタ

　千尋
チヒロ

Ｄ 教授 川岸
カワギシ

  郁朗
イクロウ

Ｄ

教授 主任 岡本
オカモト

　吉史
ヨシフミ

Ｄ 准教授 田中
タナカ

　幹人
ミキト

Ｄ 教授 佐藤
サトウ

  勉
ツトム

Ｄ

教授 斉藤
サイトウ

  利通
トシミチ

Ｄ 准教授 柳川
ヤナガワ

　浩三
コウゾウ

Ｍ科 教授 曽和
ソワ

　義幸
ヨシユキ

Ｄ

教授 柴山
シバヤマ

　純
ジュン

Ｄ 経営システム系 教授 常
ツネ

重
シゲ

 アントニオ Ｄ

教授 鳥飼
トリカイ

　弘幸
ヒロユキ

Ｄ (26名) 教授 礒
イソジマ

島　伸
シン

Ｄ 教授 廣野
ヒロノ

　雅文
マサフミ

Ｄ

教授 中村
ナカムラ

　俊博
トシヒロ

Ｄ 教授 木村
キムラ　　

  光宏
ミツヒロ

Ｄ 教授 水澤
ミズサワ　

　直樹
ナオキ

Ｄ

教授 安田
ヤスダ　　

  彰
アキラ

Ｄ 教授 五島
ゴトウ

　洋行
ヒロユキ

Ｄ 教授 山本
ヤマモト

  兼由
カネヨシ

Ｄ

教授 山内  潤治
ヤマウチ　　ジュンジ

Ｄ 教授 寺杣
テラソマ

　友秀
トモヒデ

Ｄ 准教授 西川
ニシカワ

　正俊
マサトシ

Ｄ

教授 川口
カワグチ

　悠子
ユウコ

Ｍ科 教授 林
ハヤシ

　俊介
シュンスケ

Ｄ 植物医科学領域

(13名) 准教授 笠原
カサハラ

　崇
タカ

史
シ

Ｄ 教授 副主任 宮越
ミヤコシ　

　龍義
タツヨシ

Ｄ (17名) 教授 石川
イシカワ

　成
セイ

寿
ジュ

Ｄ

准教授 中村
ナカムラ

　壮亮
ソウスケ

Ｄ 教授 劉
リュウ

　慶
ケイホウ

豊 Ｄ 教授 大井田
オオイダ

　寛
ヒロシ

Ｄ

准教授 西村　征也
ニシムラ　　　セイヤ

Ｄ 准教授 田村
タムラ

　信幸
ノブユキ

Ｄ 教授 大島
オオシマ

　研郎
ケンロウ

Ｄ

専任講師 佐々木
ササキ

　秀徳
ヒデノリ

Ｍ 准教授 髙
タカザワ　ケンジロウ

澤　兼二郎 Ｍ 教授 佐野
サノ

　俊夫
トシオ

Ｄ

教授 赤松  茂
アカマツ　　シゲル

Ｄ 准教授 千葉
チバ

　英
エイ

史
シ

Ｍ 教授 津田
ツダ

　新
シン

哉
ヤ

Ｄ

教授 彌冨
イヤトミ　

　仁
ヒトシ

Ｄ 准教授 安田
ヤスダ

　和弘
カズヒロ

Ｍ 教授 主任 濱本
ハマモト

　宏
ヒロシ

Ｄ

教授 尾川
オガワ　　

  浩一
コウイチ

Ｄ 専任講師 作村
サクムラ

　建紀
タケノリ

Ｍ科 准教授 廣岡
ヒロオカ

　裕
ユウ

吏
リ

Ｄ

教授 金井
カナイ

  敦
アツシ

Ｄ 専任講師 鍵和田
カギワダ

　聡
サトシ

Ｍ科

教授 品川
シナガワ　

　満
ミツル

Ｄ

教授 藤井
フジイ

　章博
アキヒロ

Ｄ Ｄ：　　博士課程担当（特別研究・特別実験担当）

教授 主任 李
リ　

  磊
ライ

Ｄ Ｍ：　　修士課程担当（特別研究・特別実験担当）

教授 和田
ワダ

　幸一
コウイチ

Ｄ Ｍ科：　修士課程授業科目を担当

准教授 周
シュウ

　金
キン

佳
カ

Ｄ

准教授 平
ヒラ

原
ハラ

　誠
マコト

Ｍ

(12名) 准教授(任期付) 余
ヨ

　恪
カク

平
ヘイ

Ｍ科

専任講師 和佐
ワサ

　州
クニヒロ

洋 Ｍ科

応
用
情
報
工
学

機
械
工
学

シ
ス
テ
ム
理
工
学

応
用
化
学

生
命
機
能
学

電
気
電
子
工
学
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2. 年間スケジュールと授業時間について 

 ２０２２年度大学院学年暦（小金井） 

 

学 年 開 始 4月1日(金) 

入 学 式 4月3日（日） 

春 学 期 授 業 期 間 4月1日(金)～7月30日(土) 

夏 季 休 業 期 間 8月1日(月)～9月20日(火) 

夏 季 集 中 

特 別 授 業 期 間 

サマーセッション：8月1日(月)～8月6日(土) 

 オータムセッション：9月14日(水)～9月20日(火) 
9 月 卒 業 学 位 授 与 式 9月10日（土） 

秋 学 期 授 業 期 間 

 

9月21日(水)～12月24日(土) 

1月10日(火)～1月21日(土) 

冬 季 休 業 期 間 12月26日(月)～1月9日(月) 

春 季 休 業 期 間 2月3日(金)～3月31日(金) 

春 季 集 中 特 別 授 業 期 間 スプリングセッション：3月9日（木）～3月22日（水） 

学 位 授 与 式 3月24日(金) 

学 年 終 了 3月31日(金) 

 

• 4月 30日（土）は、休講 

• 5月 2日（月）は、レクリエーションデーにより休講 

• 7月 18日（月）海の日、9月 23日（金）秋分の日、10月 10日（月）スポーツの日、11月 23日（水）勤労感謝の日は授業

実施 

• 夏季集中特別授業期間中の 9月 19日（月）敬老の日は、多摩・小金井・デザイン工学研究科は特別授業実施日とする 

• 11月 2日（水）は、小金井のみ休講 （市ヶ谷文系・多摩は補講、デザイン工学研究科は午前補講・午後休講） 

• 11月 4日（金）～11月 5日（土）は、市ヶ谷・小金井・デザイン工学研究科は休講 （多摩は授業実施） 

• 1月 13日（金）は大学入学共通テスト準備により、市ヶ谷文系・デザイン工学研究科は補講、多摩は口述試験又は授業予備

日、小金井は授業予備日 

• 1月 14日（土）大学入学共通テスト実施により、デザイン工学研究科は休講、市ヶ谷文系・多摩は補講、小金井は授業予備

日 

• 春季集中特別授業期間中の 3月 21日（火）春分の日は、小金井・デザイン工学研究科は特別授業実施日とする 
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授業時間 

1時限  ９：0０～10：4０ 3時限 13：20～15：00 

2時限 １0：50～12：30 4時限 15：10～16：50 

昼休み 12：30～13：20 5時限 17：00～18：40 



2022 年度 小金井大学院要項Ⅰ (2022.04.01) 

15 

 

 修了までのスケジュール（概要） 
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 小金井大学院課窓口 

以下の内容については、管理棟 2 階の小金井事務部大学院課が担当します。 

詳細は「学生生活の諸手続きについて」を参照してください。 

① 授業実施に関すること 

② 単位修得上の指導、履修科目の登録に関すること 

③ 試験の実施（修士論文等も含む）、成績の発表に関すること 

④ 各種証明書の発行に関すること 

⑤ 学生証の発行に関すること 

⑥ 学籍（休学・退学・復学・復籍等）の異動に関すること 

⑦ その他教務に関すること 

 

 大学院課からの通知連絡 

 円滑な大学生活を送ることができるように、必要に応じて各種の通知、連絡を行います。 

主に下記 3 つの方法で通知連絡を行いますので、日常的に活用し、必要な情報を見逃さないよう 

注意してください。 

 

（１）Web 掲示版 

大学からのお知らせは、全て Web 掲示板に掲示されます。 Web 掲示板には所属研究科からのお知ら

せや、大学の様々な部局からのお知らせが掲示されます。所属研究科からのお知らせは、特に重要な情報

ですので、こまめにチェックしてください。 

アクセス方法:「法政大学ポータルサイト Hoppii（Hosei portal to pick up information）」から Web 掲示

版にアクセスしてください。「法政ポータルサイト」は、履修や成績、シラバスなど、学生が利用する様々

なシステムやサイトのリンク先をひとまとめにしたポータルサイトです。なお、電話による掲示内容の問

い合わせは、間違いを生じやすいので応じません。 

法政大学ポータルサイト Hoppii：https://hoppii.hosei.ac.jp 

 

（２）お知らせ配信 

Web 掲示板から重要な事務手続き日程や至急の連絡事項等のお知らせを学習支援システムに登録されたメ

ールアドレス宛に配信します。以下より配信希望のメールアドレスを必ず登録してください。初期設定は大

学から付与されたメールアドレス（〇〇〇@stu.hosei.ac.jp）になっています。  

法政大学ポータルサイト Hoppii ＞ 学習支援システム ＞プロファイル 

 

 

https://hoppii.hosei.ac.jp/
mailto:〇〇〇@stu.hosei.ac.jp
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（３）大学院ホームページ「在学生の方へ」 

 大学院ホームページにて授業・履修・研究助成・学生生活に関する在学生向けの情報を発信していま 

すので、活用してください。  https://www.hosei.ac.jp/gs/ 

 

＜大学院課へのお問い合わせ＞ 

何か困ったことやわからないことがあったときは、ウェブのお問い合わせフォームをご活用ください。 

・大学院(情報・理工)お問い合わせフォーム https://forms.gle/bkrQeVes1XYs3vo38 

 

 教員との連絡 

（１）オフィス・アワーの公開について 

 オフィス・アワーとは、授業科目の内容や学修上の質問・相談等に応じるための時間として、教員が 

あらかじめ示す特定の時間帯のことです。 

 専任教員のオフィス・アワーは、法政大学ポータルサイト Hoppii で一覧を公開しています。 

 なお、兼任教員は、原則として授業終了後に教室で質問・相談を受け付けます。 

別の指示がある場合は、それに従ってください。 

（２）教員の連絡先公開について 

 大学院課では、教員の連絡先をお伝えすることはできませんので、授業内に直接、連絡先や連絡方法 

を伺うようにしてください。 

（３）教員への電話連絡・伝言について 

 教員宛ての電話を取り次ぐことはできません。教員への伝言を大学院課で承ることもできませんので、 

予めご了承ください。 

 例えば、不測の事態による授業の遅刻や欠席について、大学院課が授業担当教員に代理で連絡するこ 

とはできません。 

 

 

 

 

 

 

https://www.hosei.ac.jp/gs/
https://forms.gle/bkrQeVes1XYs3vo38
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 大学からの情報発信 

 大学は様々なソーシャル・メディアを活用して、日々の情報を発信しています。ご活用ください。 

（１）法政大学公式ホームページ  https://www.hosei.ac.jp/ 

（２）広報課 SNS 

・twitter  hosei_pr               法政大学のニュースを紹介しています。 

災害時の休講連絡等にも活用しています。 

・Facebook 法政大学 HoseiUniversity       法政大学のニュースを紹介しています。 

・YouTube  （hoseiPR ﾁｬﾝﾈﾙ）          法政大学の「今」を動画で紹介していす。 

・LinkedIn 法政大学カレッジページ 

・Instagram  hosei_university                  法政大学の「今」を画像で紹介しています。 

（３）グローバル教育センター    http://www.global.hosei.ac.jp 

（４）小金井キャンパスサイト   https://www.hosei.ac.jp/koganei/ 

 

  

　https:/www.hosei.ac.jp/
http://www.global.hosei.ac.jp/
https://www.hosei.ac.jp/koganei/
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3. 授業について 

 授業開始までに、カリキュラムと講義内容をよく把握して、１年間の履修計画を立ててください。 

 最終学年での学位論文完成に向けて、指導教員と円滑なコミュニケーションを図るよう努めましょう。 

 大学院における教育は、開講科目の授業と、学位論文の作成等に関する研究指導によって行われます。 

 授業回数 

（１）通年開講科目 

    週 1 時限開講し、年間 28 回を標準として授業を行います。（4 単位科目） 

（２）2 期制開講科目（春・秋学期） 

  各期週 1 時限開講し、合計 14 回を標準として授業を行います。（2 単位科目） 

※科目によっては上記以外の変則的な開講形態をとることもありますので、担当教員の指示に従って 

ください。 

 授業科目の選択 

 授業は 4 月 7 日から始まります。 

 授業開始までにシラバスのカリキュラム、履修上の注意、授業計画をよく読んで授業科目を選択し、 

初回授業から必ず出席し、所定の期間内に、Web 履修登録申請を行ってください。履修登録の詳細 

は本要項の「履修登録」を参照してください（「履修について」）。 

 シラバスは Web で確認できます。 

 Web シラバス URL https://syllabus.hosei.ac.jp/ 

 休講 

授業は、担当教員の病気や行事のために休講となることがあります。休講情報は、学習支援システムの「登

録している授業関係のお知らせ」に表示されます。なお、不可抗力により教員が大学へ連絡できないこと

や、出席者のみに伝えて、大学に連絡していない場合もあり、授業開始時間から 30 分経過して担当教員

が出講しない時は休講とします。 

（１）注意事項 

•  表示される休講情報は教員からの連絡に基づくものであり、追加や変更の可能性があります。 

•  学習支援システムの「登録している授業関係のお知らせ」には、学習支援システムに履修登録した 

科目の情報（休講情報・教室変更・補講情報等）が表示されます。 

•  直前に連絡のあった休講情報は反映されない場合があります。 

（２）休講情報の確認方法 

法政ポータルサイト（Hoppii）にアクセスします。https://hoppii.hosei.ac.jp 

➡法政ポータルサイト（Hoppii）のトップページ右上「学習支援システム・Web 掲示板へのログインはこ

https://syllabus.hosei.ac.jp/
https://hoppii.hosei.ac.jp/
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ちら」より学習支援システムにログインします。 

➡ 学習支援システムのトップページ「履修している授業関係のお知らせ」に休講情報が表示されます。 

 授業改善アンケート（FD） 

 各期の授業終了時に、「学生による授業改善アンケート」を実施しています。学生の声を教員に届け、 

授業の質の向上を目指すものですので、アンケート回答へのご協力をお願いします。 

（１）大学院アンケート実施科目 

 大学院では、修士課程設置科目を対象としています。ただし、研究科・専攻により少人数で実施する 

授業や演習科目は対象としていない場合もあります。また、博士後期課程設置科目は対象外です。 

（２）アンケート実施方法 

アンケートはインターネットに接続している PC やタブレット、スマートフォンなど、Web を利用し 

て回答する匿名式で、アンケート実施期間中は「いつでも・どこでも」回答可能です。 

※アンケート実施対象科目を履修登録している学生以外は、回答できません。 

※該当科目に関する自由記述等、内容に関するコメント欄もありますが、回答者の特定はされません。  
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学生による授業改善アンケートへのアクセス 

法政ポータルサイト（Hoppii）より【授業改善アンケート】へアクセス 

 

 

法政ポータルサイト（Hoppii）はこちら⇒  

 

（３）アンケート実施期間（予定） 

  アンケート実施期間は以下のとおりです。詳細は、各実施期間前に Web 掲示板等でお知らせします。 

対象科目 実施期間 

春学期科目 ６月中旬～８月上旬ごろ 

通年・秋学期科目 １２月上旬～２月上旬ごろ 

  ※集中授業については上記期間外に実施される場合もあります。 
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 特別の休講措置について  

■大規模地震の発生が予想されるとき 

 東海地方を中心とする大規模な地震の発生が予想されるときに、気象庁所管の「地震防災対策強化地域判定会」が召集 

され、状況によって「警戒宣言」が発令されます。 

 本学では、大規模地震の発生が予知されるときには、上記「判定会」が召集された段階で、次のような措置をとることに 

していますので、ご承知おきください。 

（１） 「地震防災対策強化地域判定会」が召集されたことを確認できた時点で（テレビ、ラジオ等によって）休講としま 

す。したがって次のように行動してください。 

 ａ 在宅中のときは、そこにとどまってください。 

 ｂ 通学途中、または帰宅途中のときは、直ちに帰宅してください。 

 ｃ 在校中のときは、大学からの連絡、指示により直ちに帰宅してください。 

（２） 警戒宣言が解除されたとき、または判定会が解散されたときは、休講を解いて平常授業を行います。授業再開につ 

いては、後述する交通機関のストライキの場合に準じます。 

 ※以上の措置は、地震発生の際の被害を極力減らすためのものですので、学生の皆さんのご協力をお願いします。 

 

■台風等自然災害の場合の休講措置について 

 法政大学では授業実施期間中に、台風や大雪等により公共交通機関に大きな乱れが生じることが予想される場合、ある 

いは学生の通学に危険が生じると判断した場合は、以下の通り授業を休講することがあります。 

 但し、授業担当教員の判断により、オンライン授業へ切り替えて実施する場合がありますので、学習支援システムを確 

認してください。 

 オンライン授業は、休講せずオンラインにて実施する場合があります。 

（１） 天候悪化等により首都圏の公共交通機関に大きな乱れが生じることが予想される場合、あるいは暴風警報の発令等 

により通学に危険が生じると考えられる場合、大学は当日の授業の実施について協議し、その結果を以下の通り周知しま

す。 

 ａ． 1・2 時限の授業について、当日 6:00 までに法政ポータルサイト Hoppii「大学からのお知らせ」に休講措置の有

無を掲載します。 

 ｂ． 3 ～ 5 時限の授業について、当日 10:00 までに法政ポータルサイト Hoppii「大学からのお知らせ」に休講措置の

有無を掲載します。 

 ｃ． 6・7 時限の授業について、当日 15:00 までに法政ポータルサイト Hoppii「大学からのお知らせ」に休講措置の有

無を掲載します。 

（２） 事前に台風上陸等により公共交通機関の大きな乱れが生じることが予想される場合は、前日 17:00 までに上記周

知の方法を法政ポータルサイト Hoppii「大学からのお知らせ」に掲載し、学生・教職員に周知します。 

（３） 上記によらず、前日において翌日の授業実施に大きな影響があると判断される場合は、前日 17:00 までに翌日の

休講措置の有無を決定し、法政ポータルサイト Hoppii「大学からのお知らせ」に掲載することがあります。 

（４）上記の内容は必要に応じて大学公式ホームページにも掲載いたします。 

 

■交通機関のストライキによる休講措置について 

 交通機関のストライキに際しての授業の取り扱いは、次のように決められています。 

（１）JR のストライキにより JR が運行されないときは、原則として次により授業を休講とします。 

・午前 6 時までにストライキが解除されないとき、1・2 時限の授業を休講とします。 

・午前 10 時までにストライキが解除されないとき、1 ～ 5 時限の授業を休講とします。 

・正午までにストライキが解除されないとき、すべての授業を休講とします。 

（２） 上記のほか、京王線・京王バス・神奈中バスの全部またはいずれかのストライキにより、全部またはいずれかが運

行されない（バスは、法政大学発着の路線が運行されない）ときは、原則として次により授業を休講とします。 

・ 午前 6 時までに（バスは 8 時までに）ストライキが解除されないとき、多摩キャンパスにおける 1・2 時限の授業を

休講とします。 

・ 午前 10 時までに（バスは正午までに）ストライキが解除されないとき、多摩キャンパスにおけるすべての授業を休講

とします。 



2022 年度 小金井大学院要項Ⅰ (2022.04.01) 

24 

 

4. 修了要件について 

 修士課程 修了要件 

 修士課程の修了には、2 年以上在学し、指導教員の指導のもとに授業科目より 30 単位以上を修得し、 

修士論文の審査ならびに最終試験に合格しなければなりません。 

 ※情報科学研究科・理工学研究科においては、修士課程については、早期修了制度は実施しないこと 

が決定されています。 

＜単位制度について＞ 

 修士課程の授業科目の履修には、単位制度を採用しています。単位制度とは、学則に定められた一定 

の基準にしたがって授業科目を履修し、所定の試験に合格することにより、その授業科目の単位を 

修得していく制度です。 

 情報科学研究科 

以下の必修科目 10 単位、講義科目 18 単位以上（他専攻・他研究科設置科目 10 単位以下を含めてもよ 

い）、情報科学オープンセミナーまたは CIS グローバルセミナーから 2 単位以上、を含む合計 30 単位を 

修得する必要があります。 

◆研究指導科目（必修科目） 全て半期科目 

2019 年度以降入学者 

・「特別研究１Ａ」1単位、「特別研究１Ｂ」2単位、「特別研究２Ａ」1単位、「特別研究２Ｂ」2単位 

・「特別演習１Ａ」1単位、「特別演習１Ｂ」1単位、「特別演習２Ａ」1単位、「特別演習２Ｂ」1単位 

また、これ以外に 2年次秋学期には「修士論文」を必ず登録してください。 

2018 年度以前入学者 

「特別研究１」3 単位及び「特別演習１」2単位を修得済の場合 

→「特別研究２Ａ」1単位、「特別研究２Ｂ」2単位、「特別演習２Ａ」1単位、「特別演習２Ｂ」1単位を 

履修してください。また、これ以外に 2年次秋学期には「修士論文」を必ず登録してください。 

「特別研究１」3 単位及び「特別演習１」2単位を未修得の場合 

→2019 年度入学者と同様に履修してください。 
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 理工学研究科 

以下の必修科目 10単位を含む 30単位を修得する必要があります。授業科目については、各専攻で 

定める要件を満たす必要がありますので、各専攻の履修案内を確認してください。 

◆研究指導科目（必修科目） 

・「特別研究 1」3単位、「特別研究 2」3単位  計 6単位 （通年科目） 

・「特別実験１」2単位、「特別実験 2」2単位  計 4単位 （通年科目） 

また、これ以外に 2年次には「修士論文」を必ず登録してください。  

 

＜半期修了について＞ 

4 月入学生で、修了要件を満たし、その年の 4 月 22 日までに「半期修了申請書」を大学院課に提出した申

請者についてのみ、9 月にも修了判定を行います。期日までに申請書の提出がなかった場合は、9 月に修了

することはできません。 

9 月入学生については、10 月末日までに「半期修了申請書」を大学院課に提出した申請者についてのみ、3

月にも修了判定を行います。期日までに申請書の提出がなかった場合は、3 月に修了することはできません。 

 

 両研究科共通  

＜他専攻・他研究科設置科目の履修について＞ 

 他専攻・他研究科が設置する修士課程の科目を 10 単位を上限として履修することができます。 

その場合は、あらかじめ担当教員および指導教員の承認を必要とします。他専攻科目は口頭で承認を受け

てください。 

他研究科科目は、履修申請書を大学院課窓口に提出し、教授会の承認を得る必要があります。 

履修申請書には指導教員、専攻主任の署名・捺印が必要ですので、申請締切日（履修登録期間）を 

事前に確認し、余裕をもって手続きを行ってください。 

上記科目を履修した場合、10 単位を上限として、これを修了所要単位に含めることができます。 

 

 博士後期課程 修了要件  

 博士後期課程の修了には、3 年以上在学し、指導教員の指導によりそれぞれの専攻に示された博士 

後期課程の授業科目を履修または単位修得し、更に必要な研究指導を受けた上で、博士論文の審査 

ならびに最終試験に合格しなければなりません。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上 

げた者については、別に定めるところにより 1 年以上在学すれば足りるものとします。 
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なお、博士後期課程早期修了の申請については、各研究科の「早期修了の申請について」（「学位論文につ 

いて」）を参照ください。 

＜授業科目の単位修得について＞ 

単位制度とは、学則に定められた一定の基準にしたがって授業科目を履修し、所定の試験に合格すること 

により、その授業科目の単位を修得していく制度です。 

 情報科学研究科 

以下の必修科目計 19単位を履修し、更に必要な研究指導を受けた上で、博士論文の審査ならびに最終 

試験に合格しなければなりません。 

◆コースワーク科目 4科目のうち、2科目 4単位 

◆研究指導科目（必修科目）全て半期科目 

・「特別研究１Ａ」1単位、「特別研究１Ｂ」2単位、「特別研究２Ａ」1単位、「特別研究２Ｂ」2単位、 

「特別研究３Ａ」1単位、「特別研究３Ｂ」2単位 

・「特別演習１Ａ」1単位、「特別演習１Ｂ」1単位、「特別演習２Ａ」1単位、「特別演習２Ｂ」1単位、 

「特別演習３Ａ」1単位、「特別演習３Ｂ」1単位 

 

 理工学研究科 

以下の必修科目をコースワーク科目 2 単位を含む計 17 単位を履修し、更に必要な研究指導を受けた上

で、博士論文の審査ならびに最終試験に合格しなければなりません。 

◆研究指導科目（必修科目） 

・「特別研究 1」3単位、「特別研究 2」3単位、「特別研究 3」3単位 計 9 単位 （通年科目） 

・「特別実験 1」2単位、「特別実験 2」2単位、「特別実験 3」2単位 計 6 単位 （通年科目） 

※「特別研究 1」「特別実験 1」は 1年次必修、「特別研究 2」「特別実験 2」は 2年次必修、 

「特別研究 3」「特別実験 3」は 3年次必修です。 

 両研究科共通 

＜授業科目の登録＞ 

 コースワーク科目の新規開講は、基本的に学生の登録によって行われます。希望する指導教員 

の科目が時間割表にない場合は、指導教員と相談し、開講科目と時間割を春学期科目は 4 月 12 日までに、

秋学期科目は 9 月 24 日までに大学院課窓口に申し出てください。また、すでに所定科目を履修済みまたは

単位修得済みの場合は、 

指導教員の指示に従ってください。 



2022 年度 小金井大学院要項Ⅰ (2022.04.01) 

27 

 

 

＜指導教員への研究成果の報告＞ 

 博士後期課程は、専攻が定める科目を履修または単位修得するだけでなく、研究指導を受け博士論文 

をまとめることを目的とします。したがって毎年、当該年度の研究の成果を報告書にまとめ、指導教 

員へ提出しなければなりません。（詳細は指導教員に確認してください。） 

＜紀要ヘの掲載＞ 

 博士学位論文の要旨および審査結果の要旨を大学院紀要に掲載しなければなりません。 



2022 年度 小金井大学院要項Ⅰ (2022.04.01) 

28 

 

5. 履修について 

 履修登録 

履修登録は Web 履修登録となります。 

情報科学研究科は年に 2 回、4 月と 9 月に秋学期の科目を登録してください。情報科学研究科のみ、研 

究指導科目および修士論文については予め履修登録されていますので、各自で改めて登録する必要はあり 

ません。 

理工学研究科は年に 1 回、4 月に通年、春学期、秋学期、すべての科目を登録してください。 

各期のはじめに登録修正の受付期間を設けてありますが、予めシラバスをよく読み、登録修正期間での修 

正が最小限になるよう努めてください。 

（１）Web 履修登録 

①登録受付期間 

  4 月 5 日（火）～ 4 月 20 日（水）  Web による履修登録申請 

※情報科学研究科は秋学期の科目登録を 9 月に行います。詳細は後日お知らせします。 

※理工学研究科は 9 月に秋学期の科目の追加登録・修正が可能です。詳細は後日お知らせします。 

②登録方法 

   履修を希望する科目は、「情報システム」から入力してください。 

   （情報システム https://www.as.hosei.ac.jp/kyomu/index.jsp） 

履修科目登録の手続きを経ていない科目については、単位、評価ともに認定されません。 

③注意事項 

• 修士１年生は Web 履修登録の前に必ずキャリア就職システムで「進路希望登録」を行う必要が 

あります。「進路希望登録」を行わないと履修登録ができません。 

• 在学者は受講する科目がない場合でも必ず Web 履修登録の手続きをしてください（その場合は 

修士 2 年以上は「修士論文」、博士 3 年以上は「博士論文」を履修登録してください）。 

（２）履修登録科目確認通知書の確認（履修登録の確定） 

①確認日 

 履修登録期間に申請された内容は 4 月 21 日（木）に確定し、その日以降、「履修登録科目確認通知書」 

を Web 上で確認することで、履修登録が完了となります。各自、必ず確認してください。（情報科 

学研究科のみ、10 月上旬にも秋学期分の確認が必要になります。） 

②確認方法 

https://www.google.com/url?q=https://www.as.hosei.ac.jp/kyomu/index.jsp&sa=D&source=hangouts&ust=1616662197024000&usg=AFQjCNFl64t-pBJGDVWywE9oOt9re9EnkA
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  各自で、Web 上から「履修登録科目確認通知書」を取得し、自分が履修登録した科目と一致して 

いることを必ず確認してください。 

③注意事項 

 誤った科目を履修登録してしまった場合でも、修正受付期間以外には一切履修の取消・変更を受け 

付けませんので、履修登録科目確認通知書の確認日に必ず確認してください。 

（３）登録修正 

①受付日程 

春学期登録修正： 5 月 11 日（水）～ 5 月 12 日（木）  

科目の追加を希望する場合は、上記期間内に大学院課窓口にお越しください。 

確認通知書出力：5 月 13 日（金）～6 月 30 日（木） 

秋学期登録修正 ：9 月下旬  秋学期科目のみ修正できます。 

（４）ユーザＩＤ 

 Web 履修登録は、「情報システム」を利用して行います。 

情報システム https://www.as.hosei.ac.jp/kyomu/index.jsp  

この情報システムにログインするために、大学が発行するユーザ ID・パスワードが必要となります。新  

入生にはこの ID・パスワードの通知書を、ガイダンスで学生証と一緒に配付しますので、必ずこの期間 

に受け取ってください。 

 

 入学前修得単位の認定 

 大学院に入学する前に法政大学の学部４年次に先取り履修した単位は、情報科学研究科は 8 単位、 

理工学研究科は 10 単位を超えない範囲で大学院入学後の履修単位（入学年度）として認定します。 

法政大学学部 4 年次に修得した先取り科目の単位は、大学院入学後に自動的に認定されるため、申請手続 

きは不要です。大学院に入学する前に特別学生として修得した単位を認定する場合は、4 月 1 日～4 月 10 

日の間に、認定してほしい科目を記載して大学院課にメールでお知らせください。（大学院課： 

hge@hosei.ac.jp） 

 

 

 

 

https://www.google.com/url?q=https://www.as.hosei.ac.jp/kyomu/index.jsp&sa=D&source=hangouts&ust=1616662197024000&usg=AFQjCNFl64t-pBJGDVWywE9oOt9re9EnkA
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 学習支援システムの利用 

授業を補助するツールとして、「学習支援システム」を導入しています。教材の配布、レポートや小テス 

トの実施、授業に関するお知らせ等を行うシステムです。学習支援システムを通じた教材の配布、レポート 

や小テストの実施等はすべての授業で利用しているわけではなく、授業によって利用の有無がありますの 

で担当教員に確認してください。 

① 学習支援システムへのアクセス：法政ポータルサイト（Hoppii）より【学習支援システム】へログイン 

 

 

② 学習支援システムに関するお問い合わせ 

受付時間：授業期間中 月曜～金曜 9:00 ～ 17:00 土曜 9:00 ～ 12:00 

授業期間外 月曜～金曜 9:00 ～ 17:00 

お問い合わせ先：TEL：03-5213-4540  

お問い合わせフォーム：https://fs220.xbit.jp/n983/form1/index.cgi?isSecure=1 

③ 注意事項 

• 学習支援システムと科目の履修登録（情報システム）は別個のものです。履修登録は必ず「情報システ

ム」から行ってください。情報システムで履修登録した授業情報は、翌営業日中に学習支援システムに

連携されます（４・９月以降は毎週月曜日のみ）。履修登録は、余裕を持って授業受講の 2 営業日前ま

でに完了させてください。 

https://fs220.xbit.jp/n983/form1/index.cgi?isSecure=1
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・上述の通り、情報システムから学習支援システムへの連携処理にはタイムラグがあります。即日中に授

業教材の参照やダウンロード、与えられた課題や小テストの実施、授業に関するお知らせなどを受け取

るためには、学習支援システムに授業科目を自身で仮登録し、次に情報システムに履修登録（本登録）

してください。仮登録の方法は学習支援システムに掲載されたマニュアル等で確認できます。 

• 委託研修生、研究生、研究員、科目等履修生も学習支援システムを利用できます。統合認証 ID とパス

ワードの交付を受けてください。  

 

6. 成績について 

 成績発表 

 学業成績は、授業科目ごとに行う試験その他の方法（レポート、口頭試問等）によって評価されます。 

 試験およびレポート提出等は、授業担当教員が指示します。 

 成績評価基準に沿って付けられた評価は、春学期末および秋学期末の 2 回に分けて、以下のとおり発

表されます。 

（１）修了発表 

 修了の発表は、Web による成績通知書の配付をもって行います。 

 修了の決定は、成績通知書の「判定結果」欄に「修了」と表記することをもって通知いたします。 

＜注意事項＞ 

 修士 2 年生は修了発表日前に必ずキャリア就職システムで「進路決定報告」を行う必要があります。 

「進路決定報告」を行わないと成績通知書を Web で確認することができません。 

（２）在学生成績発表 

 在学生の成績通知書は Web で配付いたします。 

 成績通知書は、新年度の履修科目の登録等の資料となるため、保管して参考にしてください。 

 成績調査 

登録した科目を受験し、また、レポート提出等の定められた義務を果たしているにもかかわらずその評価

に疑問がある場合は、成績調査の申請を受付けます。調査の申請は成績発表日より 2 日以内です。期限日

以降の申し出については調査を行いませんので注意してください。 
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 成績評価制度  

（１）成績評価基準、GP 換算および合否 （2019 年度以降） 

①成績評価基準 

成績評価 素点評価する場合 素点評価しない場合 GP 合否 

  S 100 ～ 90 点 学習目標を満たし卓越した成績をあげた 4.0 

合 格 

（単位修得） 

A+ 89 ～ 87 点 

学習目標を満たし優秀な成績をあげた 

3.3 

  A 86 ～ 83 点 3.0 

A－ 82 ～ 80 点 2.7 

B+ 79 ～ 77 点 

おおむね学習目標を満たしている 

2.3 

  B 76 ～ 73 点 2.0 

B－ 72 ～ 70 点 1.7 

C+ 69 ～ 67 点 

最低限の学習目標を満たしたが不十分な

点も見られる 

1.3 

  C 66 ～ 63 点 1.0 

C－ 62 ～ 60 点 0.7 

  D 59 ～ 0 点 学習目標を満たしていない 
0.0 不合格 

  E 未受験、採点不能 未受験、採点不能 

 

②上記以外の成績評価 （2019 年度以降） 

成績評価 内容 GP の付与及び GPA への算入 

RR 他大学院及び入学前の修得単位認定 行わない 

RS 留学による外国大学の修得単位認定 行わない 

P 合格（研究科の定めるところによる） 行わない 

F 不合格（研究科の定めるところによる） 行わない 

 

（２）GPA 制度 

① GP（Grade Point）について 

上記成績評価（未受験・採点不能の評価 E を含む）に、それぞれ GP（Grade Point）がつきます。成績

評価と成績評価基準と GP（Grade Point）の関係は「（2）成績評価基準、GP 換算および合否（2019 年

度以降）」の表とおりです。なお、RR、RS、P、F は GP の付与及び GPA の算入はしません。 
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② GPA（Grade Point Average）について 

GPA は個々の学生が受講した全科目の習熟度の平均を以下の計算結果により表すもので、成績通知書、

成績証明書などに表示されます。計算値は小数点以下第 3 位を四捨五入して表記します。GPA は学習成

果を総合的に判断できる指標を提供し、学習意欲の向上や学習計画などの自己管理に資することを目的と

しています。また、奨学金の学内選抜などに利用される場合があります。不合格の D 評価（0 ～ 59 点）

や E 評価（未受験、採点不能）の科目（どちらも GP は 0.0 ポイント）も GPA 算出の計算式に含まれ

ますので注意してください。 

 

 

 

③GPA に算入されない科目等について 

・RR、RS、P、F で評価された科目は GPA に算入されません。 

・修士論文および博士論文は単位制科目ではないので、GPA に算入されません。 

・「○○特別研究」「○○特別演習」「○○特別実験」は GPA の対象にはなりません。 

 

④GPA を表示する書類について 

・成績通知書：各セメスターの GPA、年度の GPA および直近のセメスターまでの在学期間を通算した

GPA 

• 成績証明書：直近のセメスターまでの在学期間を通算した GPA 

7. 学位論文について 

 修士課程 

修士論文の審査 

 修士論文の審査は各専攻が設定した日程で行われます。事務から必要なお知らせは Hoppii でお知らせし

ます。 

 情報科学研究科 

  情報科学研究科の修士論文の評価は、１．修士論文抄録、２．修士論文、３．修士研究発表会に 

よって与えられます。修士論文に関する作成基準や提出日程は別途掲示します。 

 

＊学位論文の評価基準 

・専門分野の現状と問題点を正しく認識し、その解決に客観的な視点から取り組んでいる。 

・学外の学術誌、学術会議等で発表(予定を含む)を行い、評価を得ている。 

 

        ＜履修登録した科目のＧＰ×その科目の単位数＞の総和 

GPA＝        

             履修登録した全科目の総単位数 
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＊情報科学研究科修士課程学位審査内規 

 

 

 

 

 

 

 

 理工学研究科 

＊学位論文審査基準 

本学学位規則が求める申請要件を満たし、研究科および、各専攻が定める手続きの下に提出された 

学位申請論文は、以下に記す基準に従って審査される。 

本研究科の各専攻会議（大学院教室会議）は、修士の学位申請に対し、その受理の可否を決定し、 

審査に当たる主査と１人以上の副査を定める。学位申請者は、以下の項目について、主査と副査に 

よる査読または予備審査、および修士論文発表会における学位申請論文に関する試問を受ける。 

 

＊理工学研究科修士課程学位審査内規 

 

・修士論文作成基準 

 修士論文は pdfデータで提出する。 

① ファイル名は「学生証番号[スペースなし]氏名.pdf」とする。 （例）21R0000法政太郎.pdf 

 ②Acrobat5.0 以上で読めること。LaTeXを使った数式や特殊記号が含まれる場合、「フォント 

を含める」オプションを付けて pdf化する。 

③データ容量は 20MB以下とする。 

(修士論文の審査基準) 

第 2 条 修士論文は、広い視野に立って精深な学識と専門分野における研究能力を有することを示す 

ものとする。 

 

（修士論文の審査基準） 

第 2 条 修士論文は、広い視野に立ち専門分野における深い学識と研究能力を有することを示すものと 

する。学生は修士の学位申請にあたっては、修士論文学位審査を経て、研究科教授会の承認を必要とす

る。 

（修士論文学位審査） 

第 3 条 修士の学位申請に対し、その受理の可否を決定し、審査にあたる主査と 2人の副査を定める。 

学位申請者は、以下の項目について、修士論文発表会における学位申請論文に関する諮問を受ける。 

  (1) 専門分野の現状と問題点を正しく認識し、その解決に客観的な視点から取り組んでいる。 

  (2) 学外の学術誌、学術会議等で発表(予定を含む)し評価を得ている。 

以上に関する評価結果に基づき、情報科学研究科教授会において当該学生に修士の学位を授与すること 

の可否を議決する。 
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④ 原稿は和文、または欧文とする。 

⑤ 表紙には以下の事項を記載する 

「2022年度修士論文」、論文題名、指導教員、所属、学生証番号、氏名、フリガナ 

 

 両研究科共通 

  

修士論文は貴重な学術成果であり、後で必要となる場合があるので、各自でも必ず保管してください。 

修了時には「大学院紀要」に修士論文の概要を載せることが義務づけられています。 

提出された修士論文は図書館において、学内者への館内閲覧および複写、ならびに図書館の所蔵目録の一般 

公開をしますので、ご了承ください。 
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 博士後期課程 

本学博士後期課程 3 年次に在学中で、所定の科目を履修済または履修見込の者および本学博士後期 

課程に 3 年以上在学し、所定の科目を履修した後、退学して 3 年以内の者が博士の学位を取得する 

場合を、「課程による者の学位」として課程博士と呼び、上記以外の者が博士の学位を申請する場合 

を、「課程によらない者の学位」として論文博士と呼びます。 

 申請予定者は、申請の前に必ず「博士学位申請ガイド」を読んでください。博士学位申請ガイドと 

申請書様式は大学院のウェブサイトからダウンロードできます。 

【博士論文の申請について（小金井大学院）】

https://www.hosei.ac.jp/gs/shuryosei/hakase_ronbun_koganei/ 

 

 正式な申請手続きを行う前に、必ず、指導教員と学位申請についての打合せを行ってください。 

専攻によっては、正式な申請手続きの前に予備審査を行う場合があります。 申請者は、申請に必要な書 

類を大学院課窓口に提出します。提出書類をもって論文受理の可否を審議し、受理が決定した場合は審査 

へ移行します。 

学位授与日 申請期日 学位授与日 

９月授与 ４月２８日まで ９月１５日 

３月授与 １１月３０日まで ３月２４日 

 情報科学研究科 

情報科学研究科の博士後期課程の学位申請は、学位論文作成着手申請・予備審査申請、本審査申請の手順 

で行います。申請予定の方は必ず予備審査を申請してください。 また、手続きを行う前に、必ず指導教 

員と打合せを行ってください。予備審査申請者は、以下の書類を大学院課にメール等で提出します。提出 

書類を以って学位申請への可否を審議し、審査を通過した場合は、学位申請へ移行します。 

 

 

 

 

 

 

https://www.hosei.ac.jp/gs/shuryosei/hakase_ronbun_koganei/
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（１）博士論文予備審査 提出書類 

提出書類 備考 

① 学位論文作成着手申請書 指定様式、ＰＤＦ形式 

② 学位論文予備審査申請書 指定様式、ＰＤＦ形式 

③ 英文抄録＊ ＰＤＦ形式 

④ 論文        ＰＤＦ形式 

   

＊英文抄録  

・IEEE CS Proceedingsの様式に準拠して、6ページまたは 8ページ作成する。 

  ＊論文 

・使用言語は指導教員の指示に従う。 

・書式は使用する言語により、下記扱いとする。 

    日本語の場合、文字は 10.5ポイント、行間はシングルスペース、段組はシングルカラム。 

     英語の場合、文字は 10ポイント、行間はダブルスペース、段組はシングルカラム。 

（２）予備審査申請期限 

  予備審査を申請する方は下記期日までに（１）の提出書類を大学院課にメールで提出する必要がありま

す。指導教員と相談の上、余裕をもって大学院課までメールでお問い合わせください。 「博士学位予備審

査ガイド」をお渡しします。 

  大学院課メールアドレス：hge@hosei.ac.jp 

 期日 学位授与日 

９月授与 前年度の２月末日まで ９月１５日 

３月授与 当該年度の８月末日まで ３月２４日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:hge@hosei.ac.jp
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（３）本審査 提出書類 

提出書類 課程博士 論文博士 備考 

① 博士論文審査願（課程博士） 〇 － 指定様式、ＰＤＦ形式 

① 博士学位申請書（論文博士） － 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

② 博士論文目録 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

③ 論文 〇 〇 ＰＤＦ形式 

④ 論文要旨（4,000 字以内） 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑤ 履歴書 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑥ 研究業績 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑦ 副論文目録（必要に応じて）   指定様式、ＰＤＦ形式 

⑧ 副論文（必要に応じて）    

⑨ 電子公開複写許諾書 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑩ 電子公開に関する報告書 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑪ 住民票（論文博士のみ提出） － 〇 原本を大学院課へ郵送 

⑫ 最終学歴証明書（論文博士のみ提出） － 〇 原本を大学院課へ郵送 

 

・「論文のデータファイル」の１ページ目には、論文題目と氏名、及びに、法政大学審査学位論文であることを記

載した表紙データを収めます。 

・「最終学歴証明書」とは、卒業証明書、修了証明書、学位証明書、等です。 

＜情報科学研究科博士後期課程学位審査内規＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（目的） 

第 1条 本規定は、法政大学学位規則第 5条に定める博士論文の審査のため、博士後期課程における 

博士学位取得に必要な審査基準を定める。 

（博士論文の審査基準） 

第 2条 博士論文の審査にあたっては、法政大学学位規則第 5条に定める要件に加え、次の 3つの 

審査過程を経て、全ての審査において審査委員会および研究科教授会の承認を必要とする。 

(1) 論文作成資格審査  

(2) 論文予備審査 

(3) 学位審査 

（論文作成資格審査） 

第 3条 学生は希望する研究題目について研究指導教員と協議の上、指定された学習・研究を行う。 



2022 年度 小金井大学院要項Ⅰ (2022.04.01) 

39 

 

研究指導教員によって博士論文作成のための研究に着手可能と判断された場合には、博士論文の 

予定題目を決定し、研究計画を作成し研究科に提出する。研究科委員会において研究計画が承認 

された学生は、博士候補学生となり、研究指導教員の指導を受けて、研究を行う。学生はこの論文 

作成の資格審査基準として下記の規定のいずれか一つを満たさなければならない。尚、下記条件の 

適用は申請からさかのぼり 6年以内での業績とする。 

 (1) 別紙にさだめる国内外の学術誌(注 1)および国際学術会議議事録(注 2)を対象として、下記に示す 

研究業績のうち、いずれか一つを満たすこと。論文についてはいずれも筆頭著者であり、国際学術 

会議においては発表者でなければならない。 

 a) 学術誌 2件以上(発行予定を含む) 

 b) このうち 1件は、国際学術会議議事録 2件で代えることができる (発行予定を含む) 

 (2) 学術誌 1件以上の発行と、その研究が筆頭者として優れた成果を上げ評価(学術賞等の受賞あるいは確定)

されること。 

 (3) 学術誌 1件以上の発行と、その研究の筆頭者として、その成果を計算モデルとして実装・稼働させ、 

その一部あるいは全部が社会的な評価（実用化等）を得たことが立証されること。 

   (注 1) 学術誌： Journal あるいは Transaction 

    (注 2)  議事録： Proceedings 

（論文予備審査） 

第 4条 前記第 3条の規定により、博士論文の作成に十分な研究成果が得られ、論文の完成が見込まれ  た

場合、研究指導教員の承認を得て、学生は論文の予備審査を申し出る。 

    予備審査の請求があった場合、研究科において、予備審査委員会を設置する。主査は研究指導教員 

以外から教授会が指名する。副査は主査が指名する。予備審査委員会は研究指導教員を含む 3 名以上の、

同一あるいは関連する領域を専門とし、且つ、当該大学において博士学位授与の資格を有する教員で構成

する。審査委員は、2 名以上の情報科学研究科の教員を構成員として、国内外の他大学における研究科担

当教員が加わることができる。 

予備審査の結果、学位論文として提出可能であると判断された場合、研究指導教員の指導を受けて、 

論文完成に努める。論文の完成後、論文の学位審査を申し出る。 

（学位審査） 

第５条 学位審査については、研究科教授会に審査委員会を設置し、論文審査を行う。審査の結果、 

学位論文として認められると判断された場合、公開の審査会において学生は発表する。論文内容、 

発表、質疑応答を含めて総合的に判断し、最終的な合否を研究科教授会に報告するものとする。 

学位審査委員構成は予備審査と同等とする。 

付 則 

１ 第 3条(1)の基準については 2017年 3月学位授与分の予備審査請求から適用する。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  審査委員会における審査の結果、受理が決定した場合には、審査委員会の中に主査と２人以上の副査からな

る審査小委員会を設けます。審査小委員会では、学問的な内容に関する審査、試験、試問および評価を行いま

す。以上により、審査小委員会は審査の結果を審査委員会に報告し、審査委員会は博士の学位を授与すること

の可否を議決します。 

＜博士学位申請資格対象となる学術誌及び学術会議基準＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

博士学位申請にあたり、資格申請の評価基準となる研究成果は、下記の条件を満たすものとする。 

1. 発表される論文は、下記の規定を満たす学術組織より発行されたものとし、いずれも査読付き 

審査プロセスを経たものとする。 

2．研究領域が新しいために、その研究を公表する学術組織が少ないと研究科委員会で判断された場合は、下

記の学術組織に限定されない。但し、この場合は全ての査読審査結果を予備および学位審査委員会に提出し、

その査読システムが有効であるか否かの判断を得なければならない。 

(学術団体) 

(1) 国内  学協会に登録された学術組織。但し、学術誌のみを対象とする。 

(2) 海外  IEEEおよび ACM学会誌あるいは当該学会が支援（注 3）する国際会議。 

(3)その他  論文査読システムに関して前記学術団体の実施するものと同等の規定を有し、該当する専門

領域に関して 10年以上の国際的な論文刊行実績を持つ組織。但し、学術誌のみを 

対象とする。また、申し出があった場合は教授会で審議する。 

（注 3）支援：論文発行機関となること。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
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 理工学研究科 

＊学位論文審査基準 

理工学研究科および工学研究科において、学位規則が求める申請要件を満たし、研究科および、各専攻が

定める手続きの下に提出された学位申請論文は、以下に記す基準に従って審査されます。 

博士の学位申請に対し、その受理の決定および論文審査のため、本研究科内に審査委員会を置き、審査委

員長は原則として研究科長が務めます。受理の決定に当たっては、学位申請論文が以下の要件を満足して

いるかについて確認します。ただし、以下の要件に該当しない特別な事例については、審査委員会で審議

し、受理の可否を決議します。 

（１）申請 

提出書類 課程博士 論文博士 備考 

① 博士論文審査願（課程博士） 〇 － 指定様式、ＰＤＦ形式 

① 博士学位申請書（論文博士） － 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

② 博士論文目録 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

③ 論文 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

④ 論文要旨（4,000 字以内） 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑤ 履歴書 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑥ 研究業績 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑦ 副論文目録（必要に応じて）   指定様式、ＰＤＦ形式 

⑦ 副論文（必要に応じて）    

⑧ 電子公開複写許諾書 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑧ 電子公開に関する報告書 〇 〇 指定様式、ＰＤＦ形式 

⑨ 住民票（論文博士のみ提出） － 〇 原本を大学院課へ郵送 

⑩ 最終学歴証明書（論文博士のみ提出） － 〇 原本を大学院課へ郵送 

・「論文のデータファイル」は、ＰＤＦ形式での提出を必須とします。 

・「論文のデータファイル」の１ページ目には、論文題目と氏名、及びに、法政大学審査学位論文であ

ることを記載した表紙データを収めます。 

・「最終学歴証明書」とは、卒業証明書、修了証明書、学位証明書、等を指します。 

 

＜理工学研究科博士後期課程学位審査内規＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（目的） 

第 1条 本規定は、法政大学学位規則第 5条に定める博士論文の審査のため、博士後期課程における 

博士学位取得に必要な審査基準および申請受理基準を定める。 

（博士論文の審査基準） 
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第 2条 博士論文の審査にあたっては、法政大学学位規則第５条に定める授与要件に加え、次の各号に 

掲げる項目に留意する。 

（１）博士論文の独創性 

（２）博士論文の体系性と一貫性 

（３）研究テーマの意義の適切性と有効性 

（学位申請の受理基準） 

第 3条  法政大学学位規則第１５条に定める審査委員会では、法政大学学位規則第１３条に基づく博士の学

位申請の受理基準を、次のように定める。 

博士論文に関する専門およびこれに関連する領域について、国内外の権威ある学術誌1 、国内外の 

権威ある学術会議の議事録2、あるいは同等と認められるもの（公刊著書など）として公表された 

（予定を含む）業績が 3件以上あること。また、これら業績のうち、少なくとも一つは筆頭著者 

（またはこれに相当）であること。 

（課程によらない者の博士の学位申請の受理基準） 

第 4条  法政大学学位規則第１４条に基づく、課程によらない者の博士の学位申請の基準は、上記学位申

請の受理基準に準じる。ただし、受理基準となる業績については、申請者の業績であり博士の学位論文と 

することに共著者が同意していることとする。 

(注 1) 審査付きプロセスを有する学術誌、 Journal あるいは Transaction 

(注 2）審査付きプロセスを有する議事録、 Proceedings 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 審査委員会における審査の結果、受理が決定した場合には、審査委員会の中に主査と２人以上の副査からなる

審査小委員会を設けます。審査小委員会では、学問的な内容に関する審査、試験、試問および評価を行います。

以上により、審査小委員会は審査の結果を審査委員会に報告し、審査委員会は博士の学位を授与することの可否

を議決します。 

 両研究科共通 

（１）審査料 

審査委員会において受理が決定した後に、審査料の振込方法について履歴書に記載のメールアドレス宛 に

ご連絡いたします。金融機関にて納入後、納入済票を大学院課へ提出してください。審査料の納入をもっ

て正式な受理とし、審査小委員会によって審査が開始されます。 

【課程博士】 

 ①博士後期課程在学生 － 無料 

 ②退学後 3年以内の者 － １１万円 
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【論文博士】 

 ①本学専任教職員   － １１万円 

 ②上記以外の者    － ２２万円    

（注）一旦納入された審査料は、いかなる場合でも返却いたしません。 

なお、退学後３年以内で課程博士に申請している場合は、学生カード、学生証作成用の写真、住民票も

合わせて提出してください（振込用紙と一緒に書類をお渡しします）。 

（２）審査 

  本学学位規則に基づいて審査を行います。学位規則は大学院ホームページにてご確認ください。 

（３）学位の授与 

  論文審査および最終試験に合格すれば 3 月または 9 月に学位が授与されます。 

 9 月学位授与式   2022年 9 月 10日（土） 

  3 月学位授与式   2023 年 3 月 24 日（金） 

(４) 論文の保存・論文作成形式 

学位が授与された博士論文は法政大学図書館および法政大学大学院にて永久保存いたしますので、製本

業者による上製本（ハードカバー）したうえで、3月修了者は 3月 24日、9 月修了者は 9 月 15日までに、

2部提出してください。表紙および背表紙（黒色）に論文題名と氏名を記載（金色）してください。詳細

は学位申請ガイドを確認してください。 

（５）論文のインターネット公表 

 2013 年 4 月 1 日から学位規則（文部省令第 9 号）の一部を改正する省令が施行され、論文のインタ

ーネット公表が義務化されました。論文はインターネットによる全文公表が前提です（本学学位規則第 

29 条）。学位が授与された博士論文は、学位授与後１年以内に、法政大学学術機関リポジトリを経由し

てインターネット上に公開され、国立国会図書館にも収蔵されます。 

 9 月修了者は 9 月 15 日、3 月修了者は 3 月 24 日までに最終版のデータファイルを提出してくださ

い。 

 データファイルの１ページ目には、「法政大学審査学位論文」の文字と論文題名と氏名を記載した表紙デ

ータを収めてください。また、論文のファイル名は、「氏名 .pdf」としてください。 

詳細は学位申請ガイドを確認してください。 

(６) その他 

・一旦納入した論文審査料はいかなる場合でも返却しません。 

・試験日時及び学位授与可否については、申請者に直接連絡します。 

・学位申請後、審査期間中に住所を変更した場合は、必ず大学院課に届け出てください。 

・ 学位を授与された者は「法政大学大学院紀要」に博士学位論文の要旨および審査結果の要旨を 

載することが義務づけられています。 
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＜学術機関リポジトリとは＞ 

 大学に所属する教員や大学院生等の研究者、大学に付随する研究機関が生み出す教育・研究成果（学位論文、学術

雑誌掲載論文、紀要など）を電子化し収集・蓄積・保存し、学外に向けて広く発信する電子アーカイブシステムで

す。 

 本学は、国立情報学研究所（NII）の委託事業（次世代学術コンテンツ基盤の共同構築）に採択され、2007 年度よ

り本格運用を開始しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（論文の公表） 

第２９条 博士の学位を授与された者は，授与された日から１年以内に，本学又は独立行政法人大学評価・ 

学位授与機構の協力により，その論文をインターネットにより公表しなければならない。ただし，博士の学位を授 

与される前にすでに公表したときはこの限りでない。 

２ 前項の規定により論文を公表するときは，「法政大学審査学位論文」である旨を明記しなければならない。 

３ 第１項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない事由がある場合には，研究科 

長会議の承認を受けて，当該論文の全文に代えてその内容を要約したものを公表することができる。この場 

合，本学はその論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。ただし，やむを得ない事由が無くなっ 

た場合には，博士の学位を授与された者は当該博士論文の全文を，公表するものとする。 

４ 前項の規定により要約を公表する場合は，「法政大学審査学位論文の要約」と明記しなければならない。 



2022 年度 小金井大学院要項Ⅰ (2022.04.01) 

45 

 

 博士後期課程早期修了の申請について 

情報科学研究科博士後期課程早期修了の申請について 

〇 早期修了が認められる必要要件 

本学大学院に１年以上在学し，各研究科専攻が定める大学院学則第２２条及び第２６条の修了要件を満たし，かつ「優

れた業績」又は「優れた研究業績」を上げたと認められた者でなればならない。 

 

〇 手続き 

 

早期修了を希望する学生は，所属研究科長宛に以下の書類を添えて申請する。 

 

申請期限 ３月修了 ： 当該年６月末日まで 

９月修了 ： 前年度の１２月末日まで 

申請書類  （１）  早期修了申請書 

（２） 「学位審査内規」に定める業績 

（３） 指導教員からの当該学生に関する研究活動上の所見 

研究科長が選任した３名以上の教員によって構成される「早期修了判定委員会」により， 

早期修了の要件たる「優れた業績」又は「優れた研究業績」の適格性を判断し，その結   

果を申請者に通知する。 

通知期限    ３月修了 ： 当該年度の 7 月末日まで 

９月修了 ： 前年度の 1 月下旬まで 

早期修了の適格認定を受けた学生は，「博士学位申請ガイド・予備申請ガイド」に従い，

必要書類を添えて申請する。 

申請期限 ３月授与 :（予備申請）当該年度の 8 月末日まで/（本申請）当該年度の 11 月末日まで    

９月授与 :（予備申請）前年度の 2 月末日まで/（本申請）当該年度の 4 月 28 日まで 

研究科教授会は，３月又は９月修了の判定時期に，早期修了（学位授与）の最終的な判

定を行う。 

 

可⇒ 

 

 

 

不可⇒ 

  

 

「優れた業績」又は「優れた研究業績」の認定要件 

1 修士課程入学以降，早期修了申請時までに複数の学会発表及び学術誌への投稿論文があること。 

  ⇒「情報科学研究科博士後期課程学位審査内規，博士学位申請資格対象となる学術誌及び学術会議基準」参照 

2 研究科長が選任した３名以上の教員によって構成される「早期修了判定委員会」により「優れた研究業績を上げ

た」と評価されること。 

 

（参考） 

  法政大学大学院早期修了に関する規則（規定 1195 号） 

  情報科学研究科早期修了に関する学位審査内規 

  情報科学研究科博士後期課程学位審査内規 

  博士学位申請資格対象となる学術誌及び学術会議基準 

 

 

 

 

1 早期修了の申請 

2 早期修了の適格認定 

3 博士の学位申請 

4 早期修了の判定 

早期修了の適格性を認める学生に対しては，研究科教授会の判断により，早期修了

時期以降の配当授業科目について前倒し若しくは代替履修させるか，又は業績等の

成果をもって修得単位に換算認定することができる。 

早期修了の要件を満たさなかった場合には，研究科専攻で定める修了所要単位を修

得していても，本人が希望した年次・学期での修了を認めず，次期の半年間以上の

在学を義務づけるものとする。 
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理工学研究科博士後期課程早期修了に関する手続きについて 

○早期修了が認められる必要要件 

本学大学院に１年以上在学し，各研究科専攻が定める大学院学則第２２条及び第２６条の修了要件を満た

し，かつ「優れた業績」又は「優れた研究業績」を上げたと認められた者でなればならない。 

○手続き 

1 早期修了の申請 早期修了を希望する学生は，所属研究科長宛に以下の書類を添えて申請する。 

申請期限 ３月修了：当該年度の６月末日まで 

９月修了：前年度の１２月末日まで 

申請書類（１）早期修了申請書 

（２）「学位申請の受理基準」に定める業績 

（３）指導教員からの当該学生に関する研究活動上の所見 

2 早期修了の適格認定 研究科長が選任した３名以上の教員によって構成される「早期修了判定委員会」によ

り，早期修了の要件たる「優れた業績」又は「優れた研究業績」の適格性を判断し，

その結果を申請者に通知する。 

通知期限 ３月修了：当該年度の８月末日まで 

９月修了：前年度の３月末日まで 

3 博士の学位申請   早期修了の適格認定を受けた学生は，「博士学位申請ガイド」に従い，必要書類を添え

て申請する。 

申請期限 ３月授与：当該年度の 11 月末日まで 

９月授与：当該年度の 4 月 28 日まで 

4 早期修了の判定   研究科教授会は，３月又は９月修了の判定時期に，早期修了（学位授与）の最終的な判

定を行う。 

 

可⇒ 

 

 

 

不可⇒ 

  

 

 

「優れた業績」又は「優れた研究業績」の認定要件 

1 修士課程入学以降，早期修了申請時までに複数の学会発表及び学術誌への投稿論文があること。⇒「学位申

請の受理基準」参照 

2 研究科長が選任した３名以上の教員によって構成される「早期修了判定委員会」により「優れた研究業績を

上げた」と評価されること。 

 

「学位申請の受理基準」 

博士論文に関する専門およびこれに関連する領域について，国内外の権威ある学術誌[1] ，国内外の権威ある学

術会議の議事録[2]，あるいは同等と認められるもの（公刊著書など）として公表された（予定を含む）業績が

３件以上あること。 

また，これら業績のうち，少なくとも一つは筆頭著者（またはこれに相当）であること。 

  [1] 審査付きプロセスを有する学術誌, Journal あるいは Transaction 

  [2] 審査付きプロセスを有する議事録, Proceedings 

 

（参考） 

  法政大学大学院早期修了に関する規則（規定 1195 号） 

  理工学研究科博士後期課程学位審査内規 

  理工学研究科早期修了に関する学位審査内規 

早期修了の適格性を認める学生に対しては，研究科教授会の判断により，早期修了

時期以降の配当授業科目について前倒し若しくは代替履修させるか，又は業績等の

成果をもって修得単位に換算認定することができる。 

早期修了の要件を満たさなかった場合には，研究科専攻で定める修了所要単位を修

得していても，本人が希望した年次・学期での修了を認めず，次期の半年間以上の

在学を義務づけるものとする。 



2022 年度 小金井大学院要項Ⅰ (2022.04.01) 

47 

 

 研究者倫理の向上に向けて 

  

法政大学は、不正行為を抑止する環境整備として、研究倫理教育の実施による研究者倫理の 

向上を推進しています。院生各位は、研究者倫理に関する規範意識を身につけるため、図書や 

e-learning のツールを使って、研究倫理教育の学習を行うことが求められています。 

 研究倫理教育の基本を学べる方法をご紹介いたします。 

◆『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』（日本学術振興会「科学の健全な発展のた 

めに」編集委員会編，丸善出版） 

※文部科学省ホームページ「科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－【日本語テキス 

ト版】」（PDF:1.78MB）（※日本学術振興会ウェブサイトへリンク） 

http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1353972.htm 

 

◆ eL CoRE（日本学術振興会、e-learning） 

『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－』をもとに、時間と場所を選ばずに研究倫理 

を学修できるように作成した e ラーニング教材。平均学習時間は約 90 分。受講料は無料。 

個人にて登録。 

https://elcore.jsps.go.jp/top.aspx 

 

＜研究者倫理規範の具体例＞ 

■研究の妥当性 

 計画する研究が、修士や博士などの学位取得のためのものであれ、国際的な大規模プロジェクト 

のようなものであれ、研究には科学的な妥当性が必要です。研究の科学的な妥当性や独創性などを 

確認するためには、先行研究を入念に調査・分析することは当然ですが、関連する学協会が定める 

倫理綱領・行動規範などと、自分が計画している研究の目的に整合性があるかどうかも見定める必 

要があります。 

＜出典＞日本学術振興会『科学の健全な発展のために―誠実な科学者の心得―』 

■研究活動における不正行為 

Ⅰ捏造（Fabrication） 

存在しないデータ、研究結果等を作成すること。 

Ⅱ改ざん（Falsification） 

研究資料・機器・過程を変更する操作を行い、データ、研究活動によって得られた結果等を真正で 

ないものに加工すること。 

Ⅲ盗用（Plagiarism） 

他の研究者のアイディア、分析・解析方法、データ、研究結果、論文又は用語を、当該研究者の了解 

もしくは適切な表示なく流用すること。 

Ⅳその他 

同じ研究成果の重複発表、論文著作者が適正に公表されない不適切なオーサーシップなども不正行為 

の代表例と考えることができます。 

※二重投稿は、適切な引用がされていない場合、自己盗用とみなされることがあります。 

＜出典＞文部科学省『研究活動における不正行為への対応等に関するガイドライン』 

 

（参考）研究活動上必要な研究倫理教育の案内「責任ある研究活動のために ～研究倫理教育のご案内～」 

https://www.hosei.ac.jp/application/files/4116/4481/7571/R_leaflet_ForResponsibleResearchActivities.

pdf 

 

http://www.mext.go.jp/a_menu/jinzai/fusei/1353972.htm
https://elcore.jsps.go.jp/top.aspx
https://www.hosei.ac.jp/application/files/4116/4481/7571/R_leaflet_ForResponsibleResearchActivities.pdf
https://www.hosei.ac.jp/application/files/4116/4481/7571/R_leaflet_ForResponsibleResearchActivities.pdf
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8. 教職・資格について 

 専修免許状  

 教育職員免許状取得に関する情報は Web 掲示板にてお知らせしますので、各自でよく確認してください。 

（１）専修免許状とは 

 一種免許状取得済（所要単位を修得している場合も含む）で、専修免許に必要な単位を修得し、修士課程

を修了することにより、申請取得できる上位免許です。 

（２）専修免許状取得要件 

 中学校・高等学校の専修免許状を取得しようとする者は、課程認定を受けている所属専攻の開設科目を 24

単位以上修得し、修士課程を修了する必要があります（その際の基礎資格は、「修士課程修了」となります）。 

 また、修士論文等を提出せず、今年度修了できない場合でも、研究科に 1 年以上在学し、所属専攻の開設

科目を 30 単位以上修得していれば、基礎資格を有するとみなされます。該当者は、修得した所属専攻開

設科目のうち教職課程を 24 単位以上修得していれば、専修免許状を取得することができます（その際の

基礎資格は、「修士課程 1 年以上在学 30 単位以上修得」となります）。 

※教育職員免許法および同法施行規則が改正され、2019 年 4 月 1 日より施行されました。法改正に伴い

専修免許の申請における適用法令が以下の通りとなります。 

・2018 年度以前入学者：旧法 

・2019 年度以降入学者：新法 

 なお、新法・旧法ともに専修免許の取得に係る基礎資格（免許取得要件）は従来通りです。 

（３）教育職員免許状一括申請について 

大学が集中している東京都では、卒業をもって教育職員免許状の申請を受付、審査し、採用に間に合うよ

う免許状を授与することは困難な状況にあるため、東京都教育委員会では、東京都内に所在する大学等の

卒業生のために、免許状の申請を大学ごとにとりまとめて審査し、一括して免許状を授与する方法をとっ

ています。 

今年度の申請受付期間は 7 月上旬～中旬の予定ですので詳細は 6 月中旬以降、Web 掲示板にてお知らせ

いたします。 

＜一括申請対象者＞ 

〇中学校 ・高等学校の一種免許状を取得済で、教育職員免許状申請年度 3 月に中学校・高等学校の専修

免許状の取得要件を満たす見込みの者 

〇中学校・高等学校の一種免許状を未取得で、教育職員免許状申請年度 3 月に中学校・高等学校の一種免

許状（本学学部科目履修中の者に限り）または一種免許状と専修免許状の両方の取得要件を満たす見込

みの者 

 

（４）教育職員免許状個人申請について 

上記の＜一括申請対象者＞以外の者については、個人申請となります。個人申請の場合は、申請者の居住

地の都道府県教育委員会に申請します。詳細は、各自が居住する都道府県教育委員会に問い合わせてくだ

さい。ただし、東京都の場合、一括申請の取り扱いに伴い、毎年 2 月 1 日から 4 月 15 日まで、個人

申請の受付を停止するので注意してください（なお、都内の国公私立学校に教員として採用が内定してい

る者は受け付けるとの事ですので、各自で東京都教育庁へ問い合わせてください）。  
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 一種免許状  

 中学校・高等学校の一種免許状を未取得の者が、修士課程および博士後期課程在学中に「一種免許状」を

取得するための手続きは、以下のとおりです。また、一種免許状未取得の者で、一種免許状と同一学校種

教科の専修免許状を取得される場合、一種免許状の取得要件も満たす必要があります。以下のとおり手続

きしてください。 

（１）中学校および高等学校の一種免許状の取得方法 

 各学部で開講している教職科目を受講し、必要単位を修得してください。教職科目を設置している学部の 

「科目等履修生」として、科目を受講します。 

（２）教職および教科に関する授業科目の受講登録 

①受講登録期間      4 月 11 日（月）～ 14 日（木） 

当該学部教授会の議を経て、教職および教科に関する学部授業の受講可否を判断します。 

上記期間以外は追加・変更・削除を含み一切受け付けません。  

受講可否が決定されるまで、授業には先んじて出席していてください。 

② 提出書類        「受講願」 (提出書類様式は Web 掲示板に掲載) 

③ 受講願提出先      大学院課にメールで提出 hge@hosei.ac.jp 

④教職課程費および受講料 

＊教職課程費 

大学院において一種免許取得に係る科目の受講を希望する学生は、以下の区分に基づいて教職課程費を 

納入する必要があります。 

○2017 年度以降入学者  

[ 新規登録料 ] 30,000 円 

・他大学学部出身者および本学通信教育部出身者 

・本学学部出身者であるが、学部在籍時に教職課程費を納入したことがない者 

・本学学部在籍時に教職課程費を納入したことがあるが、学部卒業後 1 年以上経過して大学院へ入学す 

 る者。 

[ 継続登録料 ] 15,000 円 

・本学学部在籍時に教職課程費を納入したことがあり、学部卒業と同時に大学院へ入学する者。 

（修士 2 年次から一種免許取得に係る科目の履修を開始した場合でも、登録料の納入区分は「継続」 

として取り扱います。） 

○2014 年度～ 2016 年度入学者 

[ 新規登録料 ] 30,000 円 
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・他大学学部出身者および本学通信教育部出身者 

 

 ※教職課程費の納入により、教育実習費（18,000 円）の納入は不要となります。実習校が教育実習費を 

 必要とした場合は、直接実習校へお支払いいただきます。 

 ※一度登録料を納入いただくと、現在所属の課程に在籍中は再度、教職課程費を納入する必要は 

   ありません。 

 ※専修免許取得に係る大学院専門科目の受講にあたっては、教職課程費は発生しません。 

＊ 受講料 

・入学年度に関わらず、教職科目受講者は全員、以下の区分に基づいて受講料を納入する必要があります。 

＜注意事項＞ 

・教職および教科に関する授業科目は、事前に指導教員または専攻主任の承認を得て受講することがで

きます。1 年次から計画をたてて履修してください。 

 ・大学院の授業科目と時間が重複するものについては許可しません。 

出身区分 受講料 教育実習事前指導 教育実習 

他大学学部出身者 4 単位科目 5,000 円 
1,600 円 3,400 円 

本学通信教育部出身 2 単位科目 2,500 円 

本学学部出身者 
4 単位科目 2,500 円 

800 円 1,700 円 
2 単位科目 1,250 円 

  

・教育職員免許法および同法施行規則が改正され、2019 年 4 月 1 日より施行されました。法令改正に伴 

  い、専修免許状の申請における適用法令が以下の通りとなります。 

 *2018 年度以前入学者：旧法 

 *2019 年度以降入学者：新法 

 なお、新法・旧法ともに専修免許状の取得に係る基礎資格（免許状取得要件）は従来通りです。 

•本学学部出身者で大学院に入学し、教職および教科に関する授業科目を履修する場合は、大学院入学年 

 度の入学者に適用される課程表に沿って科目を履修してください。本学学部在籍当時の課程表は適用さ 

 れません。 

・1 種教育職員免許については、学部担当の窓口へお問い合わせください。 
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＜情報科学研究科 専修免許状の教科に関する科目＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

○情報科学研究科専修免許状（情報）【高等学校】の教科に関する科目  

科 目 名 単位数 科 目 名 単位数 

プログラミング言語処理系特論 ２ 多次元信号画像処理 ２ 

コンピュータアーキテクチャ特論 ２ 3 次元映像技術特論  ２ 

インターネットアーキテクチャ ２ 音声・言語処理特論 ２ 

科学技術シミュレーション ２ データベースプログラミング言語 ２ 

暗号理論  ２ 人工知能特論 ２ 

計算機科学のための数学 ２ 先端網とコンピューティング ２ 

関数型言語と圏論 ２ オブジェクト指向言語 ２ 

可視化特論  ２ 進化システム論 ２ 

線形システム特論 ２ データマイニング特論  ２ 

数理モデリング討論 ２   

＊情報科学研究科教育職員免許状の種類は「高等学校」（情報）です。 

＜理工学研究科 専修免許状の教科に関する科目＞・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＊理工学研究科専攻別教育職員免許状の種類 

研究科 専攻 

専修免許教科の種

類 

（中学校） 

専修免許教科の種類 

（高等学校） 

理工学研究科 機械工学 ――――――― ――――――― 

応用化学 理科 理科 

電気電子工学 ――――――― ――――――― 

応用情報工学 ――――――― 情報 

システム理工学 数学 数学 

生命機能学 理科 理科 
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○応用化学専攻 専修免許状（理科）の教科に関する科目 

科目名 単位数 科目名 単位数 

分子シミュレーション特論 ２ 有機合成化学特論 ２ 

分子分光学特論 ２ 無機反応化学特論 ２ 

固体分光学特論 ２ 高分子合成化学特論 ２ 

先端材料物性特論 ２ 高分子設計特論 ２ 

無機合成化学特論 ２ 微粒子材料工学特論 ２ 

高機能セラミックス特論 ２ 水環境工学特論 ２ 

有機化学反応特論 ２ 環境科学特論 ２ 

 

○応用情報工学専攻専修免許状（情報）の教科に関する科目 

科目名 単位数 科目名 単位数 

離散アルゴリズム特論１ ２ 情報信号処理工学特論１ ２ 

離散アルゴリズム特論２ ２ 情報信号処理工学特論２ ２ 

脳情報処理特論１ ２ 画像工学特論１ ２ 

脳情報処理特論２ ２ 画像工学特論２ ２ 

計算機システム工学特論１ ２ 知的情報処理特論１ ２ 

計算機システム工学特論２ ２ 知的情報処理特論２ ２ 

通信ネットワーク特論１ ２ 感性情報処理システム特論１ ２ 

通信ネットワーク特論２ ２ 分散処理システム特論１ ２ 

無線ネットワーク特論１ ２ 分散処理システム特論２ ２ 

無線ネットワーク特論２ ２   
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○システム理工学専攻専修免許状（数学）の教科に関する科目 

科目名 単位数 科目名 単位数 

計算工学特論１ ２ 離散最適化特論１ ２ 

計算工学特論２ ２ 離散最適化特論２ ２ 

知能化センシングシステム特論 ２ オペレーションズ・リサーチ特論１ ２ 

センサ信号処理特論 ２ オペレーションズ・リサーチ特論２ ２ 

関数解析特論１ ２ 確率システム解析特論 ２ 

関数解析特論２ ２ 人工知能特論 ２ 

確率過程特論１ ２ 信頼性工学特論 ２ 

確率過程特論２ ２ 生体情報信号処理特論 ２ 

数値計算法特論 ２ 応用金融分析特論 ２ 

 

○生命機能学専攻専修免許状（理科）の教科に関する科目 

科目名 単位数 科目名 単位数 

ゲノム科学特論 ２ 生物アシミレーション科学特論 ２ 

蛋白質科学特論 ２ 植物免疫分子システム学特論 ２ 

細胞生物学特論 ２ 応用生物生態学特論 ２ 

生命システム科学特論 ２ 植物病原学特論 ２ 

ゲノム工学特論 ２ 植物薬学総合特論 ２ 

蛋白質工学特論 ２ 土壌環境ゲノム科学特論 ２ 

細胞工学特論 ２ 有用植物開発学特論 ２ 

生命システム工学特論 ２ 生命機能学演習 1 ２ 

基礎植物医科学特論 ２ 生命機能学演習 2 ２ 

応用植物医科学特論 ２ 植物医科学演習 1 ２ 

植物病先端研究特論 ２ 植物医科学演習 2 ２ 

植物総合診療科学特論 ２   

 

＊履修に際しての注意 

 例：応用化学専攻の学生が他研究科の科目を８単位履修し、これを修了所要単位に含めようとする場合、

応用化学専攻に設置されている科目のみで２４単位以上を修得しなければ、大学院を修了することはで

きても、専修免許状（理科）を取得することはできません。 
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 資格 

図書館司書・司書教諭・社会教育主事・博物館学芸員 

上記の資格の取得を希望する場合は、市ヶ谷キャンパスのキャリアデザイン学部主催科目を、 

キャリアデザイン学部教授会承認を得たうえで、学部聴講で履修することになります。 

また小金井キャンパスでの受講ではなく、市ヶ谷キャンパスの授業履修となるので、大学院授業の 

履修に支障を来たさないよう充分に留意してください。詳細は小金井事務部大学院課に確認のこと。 

  

9. 留学について 

 法政大学大学院における留学制度  

 2023年度留学希望者対象 

 留学先は外国の大学院の正規課程とし、当該国における正規の高等教育機関であり、かつ学位授与権を有

するものとします。 

 応募資格等の詳細、申請については大学院ホームページおよび Web 掲示板に掲載する募集要項を参照し

てください。研究科長会議での選考により補助金受給者が決定されます。採用者には留学期間に応じ、上限

200 万円（留学期間：1 年間）または上限 100 万円（留学期間：6 ヶ月間）が給付されます。あわせて、

大学院ホームページに掲載している「法政大学大学院学生海外留学補助金規程」を必ず確認してください。

申請期間は 11 月中旬を予定しています。なお、本制度は入学予定者も申請が可能です。また本海外留学補

助金受給者で、やむを得ない事由による留学期間延長希望者に対して、審査により補助金が給付されること

となりました。 

 

 法政大学派遣留学制度 

 学業成績が優秀で高い外国語能力を持ち、かつ留学への強い意志を持った学生を本学の海外協定大学へ

派遣する制度です。 

 春学期派遣留学の募集は 5・6 月に、秋学期派遣留学の募集は 10 月に実施されます。グローバル教育セ

ンター事務部国際交流課配付もしくはホームページ掲載の募集要項を確認し、指定応募期間に必要書類を

提出してください。留学者は選考試験を経て決定されます。 

 大学院修士課程の場合、2 年コース在籍学生は 1 年目秋学期および 2 年目春学期に、3 年コース在籍学

生は 1 年目秋学期および 2 年目春・秋学期に出願可能です。大学院博士後期課程在籍学生は 1 年目秋学

期、2 年目春・秋学期および 3 年目春学期に出願可能です。派遣先大学ごとに語学力や受入れ分野の限定

などの条件があります。 

 詳細はグローバル教育センター事務部国際交流課で確認してください。 

 

 交換研究員制度 

 交換研究員協定を締結したロシア科学アカデミー東洋学研究所で最長 3 ヶ月の研究を行う制度です。教

員向けの募集を行い、未使用枠が生じた場合に大学院生が利用することができます。大学院生向けの募集が

ある場合は、4 月に掲示します。 

 協定先より滞在費・宿舎が提供されますが、渡航費は自己負担となります。 

 詳細はグローバル教育センター事務部国際支援課に問い合わせてください。 
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 グローバル教育の推進について 

法政大学では早くから学生の海外留学や外国人留学生の受入れを行い、大学教育のグローバル化を進め

てきました。2014 年度には文部科学省「スーパーグローバル大学創成支援事業」に採択され、グローバル

教育のさらなる拡充を推し進めています。以下に、グローバル教育センターが提供する主なプログラムを紹

介します。大学院生も積極的にご活用ください。 

（１）ＥＲＰ（英語強化プログラム） 

 ＥＲＰは一定の英語力と高い英語学習意欲を持った学生を対象にグローバル社会で活躍するための英語

力を養成するためのプログラムで、3 キャンパスで開講されています。詳細は、グローバル教育センターの

ホームページで確認してください。 

（２）Ｇラウンジ 

 Ｇラウンジは外国語コミュニケーション空間として、市ヶ谷（大内山校舎 2 階）、多摩（総合棟地下 1 階）、

小金井（管理棟 4 階）の 3 キャンパスに設けられています。Ｇラウンジでは英語学習アドバイザーなどネ

イティブスピーカーとの日常的なコミュニケーションの機会を持つことができ、実践的な学力を身に付け

ることができます。英語で話したい、英語の上達方法を教わりたい、海外の文化を知りたいなど、学生の様々

な希望に対応します。またＧラウンジはＥＲＰ（英語強化プログラム）や国際交流ボランティア・インター

ンシップなどの窓口にもなっており、スタッフが常駐して問い合わせや相談に応じます。 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、開室についての変更の可能性があります。来室前にグローバル

教育センターホームページで確認してください。 

（３）国際インターンシッププログラム 

 海外での様々な体験を通して、世界を違う視点から見ることで、グローバル人材に求められる国際感覚や

様々な能力を身に付けるのが、国際インターンシッププログラムです。国際インターンシップでは、派遣先

での就業体験を通じて、グローバル化社会に対応した働き方や文化の違いを学びます。将来的には、グロー

バル企業への就職など学生のキャリア形成支援につなげていくものです。 

（４）国際キャリア支援プログラム 

 将来、グローバルに活動を展開している企業・団体で働きたいと考えている学生のキャリアを支援するプ

ログラムです。主に、「海外プログラム（学内・学外を問わない）」に参加する、あるいは今後の参加を希望

している学生を対象に、セミナーを開催します。セミナーでは、海外プログラムへの参加経験を効果的に企

業にアピールする方法、人事部がグローバル人材の採用にあたり重視しているポイント、国際キャリアフォ

ーラムに関する情報提供等を行います。実施内容により、対象学年等を限定する場合があります。詳細につ

いては、グローバル教育センターのホームページをご確認ください。 

（５）グローバル・ポイント制度 

 グローバル・ポイント制度は、留学や語学研修など大学が指定する対象プログラムへの参加についてポイ

ントを付与することで、学生自身がそれぞれの活動状況を把握し、今後の学習に役立てることを目的として

実施しています。手続きについては、グローバル教育センターホームページでお知らせします。 

グローバル教育センターホームページ https://www.global.hosei.ac.jp 

Twitter アカウント https://twitter.com/hosei_global 
 

 

 

https://www.global.hosei.ac.jp/
https://twitter.com/hosei_global
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10. 学生生活の諸手続きについて 

 事務取扱について 

内           容 窓  口 

授業実施上の事 単位修得上の指導

単 位 修 得 上 の 指 導                  

大学院課 

証明書の発行に関する事 成績発表 

履修登録に関する事 時間割に関する事 

休学・退学等学籍に関する事 学生証の再交付受付 

学費に関する事 各種研究奨励金・補助金 

専修免許に関する事 ロゴマークの使用について 

遺失物・拾得物の届 教室使用願（休日および授業期間外）                  

学生生活課 

合宿・遠征届 

通学証明書発行（私鉄・バス他） 

※但し大学院特別学生（研修生・研究生・科目等

履修生等）には発行できません。 

掲示物の届 本人・保証人住所の変更届 

石岡総合体育施設の申込 保証人変更届 

奨学金について 各団体の課外活動 

催し物開催届

催 し 物 開 催 届                  

学生教育研究災害傷害保険関係 
アルバイト紹介（大学ホームページ） 駐輪場の利用申し込み 

アパート紹介（大学ホームページ） ボランティアセンターに関すること 

健康診断書発行 診 療 所     

情報ネットワーク、貸与 PCに関すること、ユーザ ID について 小金井 

情報センター 

 就職・キャリア相談※ キャリアセンター 

小金井事務課 

学生生活上の不安や困りごとを心理カウンセラー（臨床心理士）に相談 学生相談室 

障がいのある学生のサポートと支援担当学生の登録 障がい学生支援室 
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※キャリアセンターについて 
キャリアセンターでは、皆さんの進路選択やキャリアについて支援しています。 

就職活動に際しては、以下の手続きをお願いいたします。 

 

① キャリアセンターで必要な手続き 【※全員必須】 

ａ キャリア就職システムへの登録  

修士 1年次の春学期の履修登録前に「進路希望登録」、修士 2年次および博士 3年次に進路が決定した際に「進

路報告登録」をする必要があります（※進学の場合や社会人学生の方も登録が必要です）。 

 

 

 

◆「進路希望登録」 

修士１年次 

（必須） 

・修士２年次から本格化する就職活動に向けて、修士１年次時点の進路希望（就職・進

学）を登録してください（登録後も、随時修正可能）。 

・社会人学生は、①電話番号②メールアドレス③有職者の３項目のみ入力してくださ

い。 

※進路希望登録をしないと春学期の履修登録ができません。 

修士２年次 ・進路希望が変更になった場合は修正することができます。 

◆「進路報告登録」 

修士２年次 

（必須） 

・就職や進学等、進路が決定した方は「進路報告登録」をしてください。 

・社会人学生は、①必須項目②「有職者」の項目を入力してください。 

※進路報告登録をしていないと秋学期の成績確認ができません。   

博士３年次 

（必須） 

・就職や進学等、進路が決定した方は「進路報告登録」をしてください。 

・社会人学生は、①必須項目②「有職者」の項目を入力してください。 

 

ｂ 「インターンシップ参加届」の提出  

   インターンシップに参加する方は、キャリアセンターに「参加届」の提出が必要です。 

※複数参加する場合はその都度提出が必要です。 

※なお、「参加届」を提出すると、インターンシップ保険に無料で加入できます。 

 

ｃ 「内定届」の提出  

就職が決定した方は、キャリアセンターに「内定届」の提出が必要です。 

 

③  キャリアセンターで利用できるサービス 

個別相談 

 

・インターンシップや就職全般に関する相談 

・「エントリーシートの作成に関する相談（添削もできます）」 

・「面接に関する相談（模擬面接もできます）」 

就職関連行事の情報入手 ・就職活動に必要な、「自己分析」、「企業研究」、「エントリーシート」、「面

接」等の学内無料セミナーや学内企業説明会等の情報をキャリアセンター

掲示板や HP で確認できます。 

 

 

 

 

OBOG情報検索 PCの利用 ・OBOG情報検索 PC を利用できます。 

企業パンフレットの閲覧 ・理系学生採用に力を入れている企業のパンフレットを閲覧できます。 

就職活動関連図書の閲覧 ・「就職四季報」、「業界地図」など、就職活動関連書籍を閲覧できます。 

 

キャリア就職システムＱＲコード 

小金井 

キャリアセンターHP 

ＱＲコード 
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場  所  管理棟 2階    電話番号  042-387-6046 

開室時間  月・水～金 9：00～17：00（11：30～12：30は昼休み）、火 12：30～17：00、土 9：00～12：00 

 窓口取扱時間 

部 課 名      場所 取 扱 い 時 間 休 憩 時 間 備   考 

大 学 院 課 
管理棟 

2 階 

9：00～17：00 

11：30～ 

12：30 

（図書館・障

がい学生支援

室を除く） 

土曜日は正午まで 

学 生 生 活 課        9：00～17：00 土曜日は正午まで 

障がい学生支援室 9：00～17：00 土曜日は閉室 

学 生 相 談 室        
管理棟 

4 階 
10：30～16：30 土曜日は閉室 

図 書 館        

閲 覧 室        

南館 

3・1・ 

Ｂ1 階 

9：00～21：00 

土曜日は 

9：00～19：00 

祝・祭日は 

10：00～17：00 

キャリアセンター 

小金井事務課 

管理棟 

2 階 

9：00～17：00 

但し個別相談受付は 

9：00～16：00まで 

土曜日は正午まで 

診 療 所        
管理棟 

4 階 

9：00～18：00 

但し医師診察時間は 

12：30～16：45 

土曜日は正午まで 

（但し診察は休診） 

※授業期間外は受付時間

変更有り 

 掲示・お知らせ 

名    称 内    容 場    所 

各学科事務室大学院掲示板 専攻別の諸連絡等 北館・南館・西館・東館 

奨 学 金 関 係 掲 示 板             奨学金に関すること 北館通路 

キャリアセンター掲示板 就職関係行事に関すること 

キャリア全般に関すること 
北館通路 

留 学 生 関 係 掲 示 板             留学生に関すること 管理棟 3階国際交流支援室前 

 事務上の諸手続き 

(1)学生証番号 

研究科各専攻の学生個々に 7桁の番号が付され、この番号は在籍中変更されません。 

受講科目の登録、その他諸手続きの際に氏名と併用して使用します。 

(2)学生証 

a．常時携帯し、本学教職員の請求があったときはいつでも提示してください。 
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b．2年次以降は新年度用の裏面シールのみ、毎年４月のガイダンス時に交付するので、必ず 

貼りかえてください。 

c．課程修了、退学、除籍のときは、直ちに返却してください。 

d．紛失したときは、大学院課に届出、再交付を受けてください。再交付料は 2、000 円です。 

(3)健康診断 

毎学年度初めに実施される健康診断を受けてください。詳細は、Web 掲示板で確認のこと。 

 (4)諸届・願出様式 

届・願には次のものがあります。 提出先は特に指定が無い限りは大学院課窓口まで。 
a．氏 名 変 更 届         住民票を添付し、「大学院課」へ 

b．住 所 変 更 届         教務システムから自身で変更 

ｃ．修了後の進路先届 「キャリアセンター小金井事務課」へ 

ｄ．休   学   願 

年間休学   5月末日まで受付 

春学期休学 5月末日まで受付 

※情報科学研究科のみ 

秋学期休学 10 月末日まで受付 

e．退   学   願 

学費春学期分未納者 5月末日まで受付 

学費秋学期分未納者 10月末日まで受付 

所定用紙に記入し、学生証を添えて提出してください。 

ｆ．復 学 願         

退学したものが復学を希望する場合、願出書提出後、研究科長会議の議を経て

復学を許可されることがあります。ただし、年度の始めに限ります。 

希望者は 2月末までに大学院担当窓口まで申し出てください。 

復学料  他校出身者のみ再入学金として１０万円を納入 

ｇ．復 籍 願         

授業料未納によって除籍されたものが復籍を希望する場合、願出書提出後、専

攻教授会の議を経て復籍を許可されることがあります。ただし、年度の始めに

限ります。 

希望者は 2月末までに大学院担当窓口まで申し出てください。 

復籍料  他校出身者のみ再入学金として１０万円を納入 

 

 

(5) 証明書発行 

各種証明書の発行は、学務課窓口横の証明書自動発行機で取得できます。 

証明書手数料（和文） 各 1通 200 円 

  〃   （英文） 各 1通 200 円 

(6)  修了後の証明書申請 

  修了後の証明書は、窓口申込み・郵送・インターネットでの申し込みでの受け付けとなります。 

電話・FAX による申し込みは受け付けていません。詳細は大学院 HPにて確認してください。 

（郵送宛先）〒１８４－８５８４ 東京都小金井市梶野町３－７－２ 

              法政大学小金井事務部大学院課  

（卒業生証明書オンライン申込システム）https://pay.f-regi.com/fc/hosei/certificate/ 

 

 

https://pay.f-regi.com/fc/hosei/certificate/
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(7) 学割・教室貸与 

a．  学 割 

学生旅客運賃割引証を必要とするときは、証明書自動発行機で取得することができます。 

科目等履修生は、利用できません。 

b． 教室借用手続 

正課活動（ゼミ等）で教室を使用したい場合は、大学院課（課外活動（サークル等）の予約は 

学生生活課）に申し出てください。ただし、使用は授業に支障のない場合に限ります。 

(8) その他 

研究機関として法政大学大原社会問題研究所、野上記念法政大学能楽研究所、法政大学沖縄文化 

研究所、法政大学情報メディア教育研究センター、法政大学イオンビーム工学研究所、法政大学 

ボアソナード記念現代法研究所、法政大学日本統計研究所等があります。 

利用に当っては事前に電話等で関係機関に問い合わせてください。 

 学籍 

(1) 休学 

a． 疾病または、その他の事情により休学する場合は、休学願に理由を明記の上、願い出て 

許可を受けてください。（年間休学、春学期休学、秋学期休学のみ） 

b．休学は当該年度限りとし、引続き休学を希望する時は、理由を付して改めて休学願を出し、許可を受け

た上で休学することができます。ただし、休学期間は通算して３年を超えることはできません。（春学期/秋

学期休学は 0．5年として計算する） 

  ※休学期間は在学年数に算入することはできません。 

c．春学期休学者は、その年度の春学期科目と通年科目を修得することはできません。 

d. 秋学期休学者は、その年度の秋学期科目と通年科目を修得することはできません。 

e．休学の願い出期間、それに伴う学費の納入状況、および休学者としての取り扱い開始日 

（休学許可日）は下表の通りとします。 

期 間 願い出期間 学費納入状況 許可日 

年間休学 5 月 31日まで 
当該年度の授業料・実験実習料および教育充実費は免

除。休学在籍料（10万円）を納入。 
4月 1日付 

春学期休学 

※情報科学研

究科のみ 

5 月 31日まで 
当該期の授業料・実験実習料および教育充実費は免除。

休学在籍料の２分の１（5万円）を納入。 
4月 1日付 

秋学期休学 10月 31日まで 
当該期の授業料・実験実習料および教育充実費は免除。

休学在籍料の２分の１（5万円）を納入。 
9月 16日付 

f．休学期間終了後は、復学等の手続き（届出）は不要です。 
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 (2) 退学 

  a．やむを得ない理由により退学しようとする場合は、退学願に理由を明記の上、学生証と一緒 

に願い出て許可を受けてください。 

b．退学の願い出期間、および退学許可日は下表の通りです。 

学費納入状況 願い出期間 退学日 

当該年度分 全額納入済 ４月１日～３月３１日 願い出のあった日付 

当該年度分 全額未納 ５月３１日まで 前年度３月３１日付 

当該年度分 秋学期分未納 １０月３１日まで ９月１５日付 

(3) 除籍 

  次のいずれかに該当する場合は除籍されます。 

  a．学費（授業料およびその他）を所定の期日までに納入しない者。 

  ※秋学期学費未納で除籍となった場合、春学期修得した科目の成績は認められます。 

b．大学院学則 第２５条または第２９条の在学年限を超えた者。 

c．通算して３年を超える休学をした者。 

 学費 

入学金、授業料その他の学費に関しては、毎学期始めの所定の期日までに、その学期分の学費を納付

する必要があります。 

 

a．授業料は、原則として 1期分は 4月末まで、2 期分は 9月末までに納入してください。なお、経済的

事由等のやむを得ない事情で、納入期限までに学費の納入が困難な場合は、学費延納申請をすること

で学費納入期限を所定の期限まで延納できます。学費の延納を希望する場合は、大学

HP(https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/gakuhi/)を確認してください。 

b．標準修業年限を超えて在学する場合の学費 

①課程修了に必要な科目を修得していない場合は、授業料及び教育充実費の２分の１、 

②科目修得者又は修士論文審査に合格したが科目１科目以内（2 単位科目は 0．5 科目とする。）未修

得の場合は 4 分の 1。ただし、上記の学費に実験実習費を加えた額とします。 

 

なお、当該年度の学費は年度の始めに決定するため、春学期末をもって修業年限に達した場 

合でも、２期（秋学期）学費の上記減額措置は適用されません。 

 

    博士後期課程に３年以上在学し、所定の単位を取得した後、引き続き在学している場合、 

当該年度の９月に博士学位を授与されることとなった時は、２期分の授業料は徴収しません。 

c．  休学を許可された場合は休学在籍料を納入するものとし、休学該当期間の授業料、実験実習料及び

教育充当費の納入を要しません。 

  d.  大学院では学費延納制度を導入しています。 

   【学費延納制度について】 

・対象者：修士課程、博士後期課程、専門職学位課程の在籍学生（研修生、科目等履修生などの非正

規学生は申請対象外） 

・延納申請受付期間：春学期  4月～5月 31日 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/gakuhi/
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秋学期  9月～10月 31日 ※郵送での提出は、申請締切日消印有効 

・延納期限：春学期  6月 30日（学則上の納付期限：4月 30日） 

秋学期  11月 30日（学則上の納付期限：9月 30 日） 

・申請方法：大学院ホームページ（https://www.hosei.ac.jp/campuslife/guide/gakuhi/)をご参

照ください。 
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2019年度以降入学者　学費明細表（参考）
・修士課程

1 385,000 0 50,000 50,000 485,000 485,000 970,000
2 385,000 50,000 50,000 485,000 485,000 970,000

（1）課程修了科目未修得者 192,500 50,000 25,000 267,500 267,500 535,000
（2）①修士論文のみ未修得者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500

1 385,000 200,000 50,000 50,000 685,000 485,000 1,170,000
2 385,000 50,000 50,000 485,000 485,000 970,000

（1）課程修了科目未修得者 192,500 50,000 25,000 267,500 267,500 535,000
（2）①修士論文のみ未修得者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500

1 385,000 0 80,000 50,000 515,000 515,000 1,030,000
2 385,000 80,000 50,000 515,000 515,000 1,030,000

（1）課程修了科目未修得者 192,500 80,000 25,000 297,500 297,500 595,000
（2）①修士論文のみ未修得者 96,250 80,000 12,500 188,750 188,750 377,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 96,250 80,000 12,500 188,750 188,750 377,500

1 385,000 200,000 80,000 50,000 715,000 515,000 1,230,000
2 385,000 80,000 50,000 515,000 515,000 1,030,000

（1）課程修了科目未修得者 192,500 80,000 25,000 297,500 297,500 595,000
（2）①修士論文のみ未修得者 96,250 80,000 12,500 188,750 188,750 377,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 96,250 80,000 12,500 188,750 188,750 377,500

1 385,000 0 50,000 50,000 485,000 485,000 970,000
2 385,000 50,000 50,000 485,000 485,000 970,000

（1）課程修了科目未修得者 192,500 50,000 25,000 267,500 267,500 535,000
（2）①修士論文のみ未修得者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500

1 385,000 200,000 50,000 50,000 685,000 485,000 1,170,000
2 385,000 50,000 50,000 485,000 485,000 970,000

（1）課程修了科目未修得者 192,500 50,000 25,000 267,500 267,500 535,000
（2）①修士論文のみ未修得者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 96,250 50,000 12,500 158,750 158,750 317,500

※原則として前年度休学者には、前年度当初と同額の学費が適応される

※当該年度休学者には、年間休学の場合は休学在籍料100,000円、春学期/秋学期休学の場合は休学在籍料50,000円（当該期間の授業料・教育充実費・実験実習料は徴収しない）

※自校とは、本学の学部卒業者または大学院修了者を指し、他校とは、その他の者を指す。

・博士後期課程

1 300,000 0 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000

2 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000

3 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 50,000 25,000 225,000 225,000 450,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 50,000 12,500 137,500 137,500 275,000
1 300,000 200,000 50,000 50,000 600,000 400,000 1,000,000
2 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000
3 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 50,000 25,000 225,000 225,000 450,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 50,000 12,500 137,500 137,500 275,000

1 300,000 0 80,000 50,000 430,000 430,000 860,000

2 300,000 80,000 50,000 430,000 430,000 860,000

3 300,000 80,000 50,000 430,000 430,000 860,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 80,000 25,000 255,000 255,000 510,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 80,000 12,500 167,500 167,500 335,000

1 300,000 200,000 80,000 50,000 630,000 430,000 1,060,000

2 300,000 80,000 50,000 430,000 430,000 860,000

3 300,000 80,000 50,000 430,000 430,000 860,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 80,000 25,000 255,000 255,000 510,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 80,000 12,500 167,500 167,500 335,000
1 300,000 0 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000
2 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000
3 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 50,000 25,000 225,000 225,000 450,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 50,000 12,500 137,500 137,500 275,000
1 300,000 200,000 50,000 50,000 600,000 400,000 1,000,000
2 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000
3 300,000 50,000 50,000 400,000 400,000 800,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 50,000 25,000 225,000 225,000 450,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 50,000 12,500 137,500 137,500 275,000

※原則として前年度休学者には、前年度当初と同額の学費が適応される

※当該年度休学者には、年間休学の場合は休学在籍料100,000円、春学期/秋学期休学の場合は休学在籍料50,000円（当該期間の授業料・教育充実費・実験実習料は徴収しない）

※自校とは、本学の学部卒業者または大学院修了者を指し、他校とは、その他の者を指す。

自校
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教育充実費
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2018年度以前の入学者　学費明細表（参考）
・修士課程

1 375,000 0 40,000 50,000 465,000 465,000 930,000
2 375,000 40,000 50,000 465,000 465,000 930,000

（1）課程修了科目未修得者 187,500 40,000 25,000 252,500 252,500 505,000
（2）①修士論文のみ未修得者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500

1 375,000 200,000 40,000 50,000 665,000 465,000 1,130,000
2 375,000 40,000 50,000 465,000 465,000 930,000

（1）課程修了科目未修得者 187,500 40,000 25,000 252,500 252,500 505,000
（2）①修士論文のみ未修得者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500

1 375,000 0 70,000 50,000 495,000 495,000 990,000
2 375,000 70,000 50,000 495,000 495,000 990,000

（1）課程修了科目未修得者 187,500 70,000 25,000 282,500 282,500 565,000
（2）①修士論文のみ未修得者 93,750 70,000 12,500 176,250 176,250 352,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 93,750 70,000 12,500 176,250 176,250 352,500

1 375,000 200,000 70,000 50,000 695,000 495,000 1,190,000
2 375,000 70,000 50,000 495,000 495,000 990,000

（1）課程修了科目未修得者 187,500 70,000 25,000 282,500 282,500 565,000
（2）①修士論文のみ未修得者 93,750 70,000 12,500 176,250 176,250 352,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 93,750 70,000 12,500 176,250 176,250 352,500

1 375,000 0 40,000 50,000 465,000 465,000 930,000
2 375,000 40,000 50,000 465,000 465,000 930,000

（1）課程修了科目未修得者 187,500 40,000 25,000 252,500 252,500 505,000
（2）①修士論文のみ未修得者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500

1 375,000 200,000 40,000 50,000 665,000 465,000 1,130,000
2 375,000 40,000 50,000 465,000 465,000 930,000

（1）課程修了科目未修得者 187,500 40,000 25,000 252,500 252,500 505,000
（2）①修士論文のみ未修得者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500
（2）②修士論文未修得で4単位以下不足者 93,750 40,000 12,500 146,250 146,250 292,500

※原則として前年度休学者には、前年度当初と同額の学費が適応される

※当該年度休学者には、年間休学の場合は休学在籍料100,000円、春学期/秋学期休学の場合は休学在籍料50,000円（当該期間の授業料・教育充実費・実験実習料は徴収しない）

※自校とは、本学の学部卒業者または大学院修了者を指し、他校とは、その他の者を指す。

・博士後期課程

1 300,000 0 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

2 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

3 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 40,000 25,000 215,000 215,000 430,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 40,000 12,500 127,500 127,500 255,000
1 300,000 200,000 40,000 50,000 590,000 390,000 980,000
2 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000
3 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 40,000 25,000 215,000 215,000 430,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 40,000 12,500 127,500 127,500 255,000

1 300,000 0 70,000 50,000 420,000 420,000 840,000

2 300,000 70,000 50,000 420,000 420,000 840,000

3 300,000 70,000 50,000 420,000 420,000 840,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 70,000 25,000 245,000 245,000 490,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 70,000 12,500 157,500 157,500 315,000

1 300,000 200,000 70,000 50,000 620,000 420,000 1,040,000

2 300,000 70,000 50,000 420,000 420,000 840,000

3 300,000 70,000 50,000 420,000 420,000 840,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 70,000 25,000 245,000 245,000 490,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 70,000 12,500 157,500 157,500 315,000

1 300,000 0 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

2 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

3 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 40,000 25,000 215,000 215,000 430,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 40,000 12,500 127,500 127,500 255,000

1 300,000 200,000 40,000 50,000 590,000 390,000 980,000

2 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

3 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 40,000 25,000 215,000 215,000 430,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 40,000 12,500 127,500 127,500 255,000
1 300,000 0 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000
2 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000
3 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 40,000 25,000 215,000 215,000 430,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 40,000 12,500 127,500 127,500 255,000
1 300,000 200,000 40,000 50,000 590,000 390,000 980,000
2 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000
3 300,000 40,000 50,000 390,000 390,000 780,000

（1）課程修了科目未修得者 150,000 40,000 25,000 215,000 215,000 430,000

（2）博士論文のみ未修得者 75,000 40,000 12,500 127,500 127,500 255,000

※原則として前年度休学者には、前年度当初と同額の学費が適応される

※当該年度休学者には、年間休学の場合は休学在籍料100,000円、春学期/秋学期休学の場合は休学在籍料50,000円（当該期間の授業料・教育充実費・実験実習料は徴収しない）

※自校とは、本学の学部卒業者または大学院修了者を指し、他校とは、その他の者を指す。

情
報
科
学

情報科学

自校

3年
超過

他校

3年
超過

工
学

電気工学

自校

3年
超過

他校

3年
超過

実験実習費
（半期あたり）

教育充実費
（半期あたり）

春学期学費
合　計

秋学期学費
合　計

年間学費
合　計

理
工
学

生命機能学
（植物医科学
領域）以外

自校

3年
超過

他校

3年
超過

生命機能学
（植物医科学領

域）のみ

自校

3年
超過

他校

3年
超過

 入学金

情
報
科
学

情報科学

自校
2年
超過

他校
2年
超過

研究科 専攻 出身 学年
 授業料

（半期あたり）

実験実習費
（半期あたり）

教育充実費
（半期あたり）

春学期学費
合　計

秋学期学費
合　計

年間学費
合　計

理
工
学

生命機能学
（植物医科学
領域）以外

自校
2年
超過

他校
2年
超過

生命機能学
（植物医科学領

域）のみ

自校
2年
超過

他校
2年
超過

 入学金研究科 専攻 出身 学年
 授業料

（半期あたり）
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 特別学生 

 定員に余裕のある場合に限り、個別の定めにより特別学生の入学を許可します。 

 特別学生には、身分証として特別学生証が交付されますが、鉄道会社等の規程により通学定期・学割の発 

行はできません。 特別学生は、各種サービスの提供範囲が正規学生と異なる場合があります。不明な点 

は大学院課窓口までお尋ねください 

 

 留学生 

 外国人留学生の方は、在留資格の取得および更新手続きに関連して、以下のとおり、出入国管理に関わる

省令を遵守するよう留意してください。 

 留学生に関する事務は、下記のとおり大学院課とグローバル教育センター事務部国際支援課でそれぞれ

取り扱っています。 

（１）特別学生の授業履修 

①研修生・委託研修生 

  研修生または委託研修生のうち、在留資格が「留学」の外国人留学生の方は、出入国管理法により、週

10 時間（6 科目）以上の履修科目の履修が義務付けられています。授業科目の Web 履修登録の際にも、こ

の時間を下回らないよう手続きしてください。 

②研究生・研究員 

  研究生または研究員のうち、在留資格が「留学」の外国人留学生の方は、週 10 時間以上の研究時間を

確保できる研究計画を立て、受入指導教員の承諾を得る必要があります。指導教員と十分打合せ、研究計画

を立てるようにしてください。 

（２）入学・修了時の入国管理局届出 

①新入生 

本学入学前から在留資格「留学」を持っていた方で、日本国内の日本語学校や他大学から進学した方は、所

属機関が変更となったこと（「離脱」と「移籍」）を入国管理局に届け出る必要があります。 

「離脱」の書類は前校卒業時から 14 日以内、「移籍」の書類は本学入学時から 14 日以内に届け出る必要

がありますので注意してください。 

②修了生 

修了決定者で、在留資格「留学」の期限が、修了月の翌月以降まである留学生の方は、法政大学大学院を修

了したことを入国管理局に届け出る必要があります。「離脱」の書類は本学修了時から 14 日以内に届け出

る必要がありますので注意してください。  
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11. 研究助成制度・奨学金等について 

大学院においては、下記のような研究助成金があります。大いに利用してください。 

詳細は法政大学大学院ホームページを確認してください。 

 研究助成金 

（１）法政大学大学院博士後期課程研究助成金 

本制度は、博士後期課程に在籍する大学院生を対象に、学術研究を奨励し、高度な研究能力と豊かな学識を有

する若手研修者として育成するための経済的支援制度です。 

給付額は、原則、文系研究科 32万円、理系研究科 48 万円です。ただし、長期履修制度の適用を受けている方

の給付額は当該年度の授業料と通常授業料の比率により減額します。また、私費外国人留学生で授業の減免制度

の適用を受ける場合は、私費外国人留学生授業料減免相当額を給付額から減額します。 

応募資格等の詳細、申請については大学院ホームページで掲載する募集要項を参照してください。また、大学

院ホームページに掲載している「法政大学大学院博士後期課程研究助成金給付規程」を確認してください。申請

期間は 10月 7日（金）～ 10 月 14日（金）厳守です。 

（２）法政大学大学院学生海外留学補助金 

大学院生の海外留学による学術研究を奨励し、資質の向上を図ることを目的とします。詳細については、「法

政大学大学院における留学制度」を参照してください。 

（３）法政大学大学院学生論文掲載料補助 

本制度は、在籍する大学院生の学術研究を奨励し、その研究成果の発表を支援するため、学術誌へ論文を掲載

する際、必要となる論文掲載料の経費を補助する制度です。対象者は、修士課程または博士後期課程の大学院生

とします。 

給付額は、論文掲載先が国内刊行誌、海外刊行誌のいずれの場合も、毎年 1 回、1 人につき 20万円を上限に

実費支給します。なお、申請による補助金支出額の合計が予算額に達した時点で、申請締め切りとします。応募

資格等の詳細、申請については大学院ホームページで掲載する募集要項を参照してください。また、大学院ホー

ムページに掲載している「法政大学大学院学生論文掲載料補助規程」を確認してください。 

（４）法政大学大学院学会等発表補助金 

本制度は、大学院における学術研究の高度化・国際化を奨励するため、国内・国外で開催される学会等に係る

経費の一部を補助する制度です。対象者は、学会において研究発表、報告等を行う修士課程または博士後期課程

の大学院生とします。対象の学会等は、国内外の学術機関が主催する学会、研究会、ワークショップ等とします。

また、共同による研究発表については発表者を補助対象とします。ポスター・セッションにおける発表も本制度

の補助対象とします。 

給付額は、学会に出席するための交通費、宿泊費、学会参加費とし、原則、国内・国外毎に 1年度 2回、1 人

につき国内の学会の場合 3 万円、国外の学会の場合 10 万円を上限に実費支給します。申請期間は例年 5月～1

月末頃です。申請による補助金支出額が予算額に達した時点で、申請締切りとします。 

応募資格等の詳細、申請については大学院ホームページで掲載する募集要項を参照してください。また、大学

院ホームページに掲載している「法政大学大学院学会等発表補助金規程」を確認してください。 

（５）法政大学大学院優秀博士論文出版助成金 

本制度は、大学院における高度な学術研究を奨励し、その優れた研究成果を積極的に公表するため、博士学位

を授与された方々が当該博士学位論文を出版する際、その経費の一部を助成する制度です。対象者は本学大学

院博士後期課程を修了し博士学位を取得した方又は本学大学院博士後期課程を単位取得満期退学後に本大学院に論
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文を提出し博士学位を取得した方で、で、申請時学位取得後5 年以内の方を対象とします。給付額は全研究科を

通じ年間6人程度、1 人につき100 万円を上限として実費支給します。 

応募資格等の詳細、申請については大学院ホームページで掲載する要項を参照してください。また、大学院ホ

ームページに掲載している「法政大学大学院優秀博士論文助成金規程」を確認してください。申請期間は 3月初

旬を予定しています。 

（６）法政大学大学院諸外国語による論文等校閲補助 

本制度は、大学院における学術研究の高度化・国際化を推進するため、在籍する大学院生が自ら執筆した諸外

国語による論文やレポートについて、専門家・業者に校閲を必要とする場合、その経費を一部補助する制度です。

対象者は、修士課程または博士後期課程の大学院生とします。給付額は全研究科を通じ年間 15 名とし、原則、

毎年 1 回、1 人につき 10 万円を上限に実費支給とします。申請者多数の場合は減額して支給することがありま

す。 

応募資格等の詳細、申請については大学院ホームページで掲載する要項を参照してください。また、大学院ホ

ームページに掲載している「法政大学大学院諸外国語による論文等校閲補助規程」を確認してください。申請期

間は 2 月中旬を予定しています。 
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 奨学金について 

各奨学金の詳細については、学生生活課に問い合わせてください。 

(1) 日本学生支援機構 

①出願資格 

日本学生支援機構奨学金の貸与希望者には、毎年選考の上採用しています。 

出願資格は、大学院研究科の修士・博士後期課程在学者。 

② 貸与月額 

 第一種（無利子） 第 2種（有利子） 

修 士 課 程       5万または 8.8万から選択 5万・8万・10万・13万・15万から選択 

博士後期課程 8万または 12.2万から選択 5万・8万・10万・13万・15万から選択 

 

 (2)法政大学 100 周年記念大学院修士課程奨学金 

本奨学金の出願資格の詳細は、「法政大学 100 周年記念大学院修士課程奨学金給付規程」を参照してく 

ださい。2022年度の採用予定は全研究科で 145 名、給付額は年額 20 万円です（ただし、長期履修制 

度適用者の給付額は、通常授業料との比率により減額されます。また、私費外国人留学生授業料減免対 

象者は、減免相当額を給付額から減額します） 

 

 首都大学院コンソーシアムについて 

 首都圏の大学院間で締結された協定により、自身の所属する大学院以外の授業を聴講もしくは研究指導 

が受けられる制度です。協定により聴講する学生（協定聴講生）が、受け入れ先大学院において修得した単 

位は本研究科の修了要件単位として単位認定されます（上限あり）。この制度により協定先大学院での受講 

を希望する方は、大学院課まで申し出てください。 

（詳細については法政大学大学院ＨＰを参照） 

単位互換制度協定校一覧 ：順天堂大学大学院、専修大学大学院、中央大学大学院、東京電機大学大学院、 

東京理科大学大学院、東洋大学大学院、日本大学大学院、明治大学大学院、共立女子大学大学院 

 

 総合研究大学院大学（総研大）との単位互換協定について 

総合研究大学院大学（以下、総研大）物理科学研究科と法政大学大学院理工学研究科は、学生を相互に交流させ、 

教育研究の充実を図るため、2018 年度より単位互換に関する協定を締結しました。 

特別聴講学生として 4 単位を上限として総研大の授業科目を履修することができ、法政大学大学院学則の定める 
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範囲で本大学院の課程修了に必要な単位として認定できます。希望者は Web 掲示板のお知らせを確認 

してください。 

 

 教育訓練給付制度 

 理工学研究科攻の修士課程については、「教育訓練給付制度一般教育訓練給付」の指定を受けてい 

ます。この制度は、勤労者（離職者も含む）に対し、厚生労働大臣が指定した講座における教育訓 

練に要した費用の一部を補助するものです。（http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/kyouiku/） 

 本人が修了後に住民票のある住所地のハローワーク（公共職業安定所）へ申請することにより、 

教育訓練経費（入学金と初年度授業料）の 20％相当額（上限 10 万円）の教育訓練給付金が支給されま 

す。申請は、修了日（3 月 24 日または 9 月 15 日）の翌日から起算して 1 ヶ月以内です。 

入学年度により支給条件が異なりますのでハローワーク発行のリーフレットでご確認ください。 

 支給申請に必要な書類のうち、以下の 3 点については、修了発表日以降に申請してください。 

教育訓練給付金支給申請書/ 教育訓練修了証明書/領収書 

 

 ゼミで契約宿舎を利用する場合の宿泊費補助                

 ゼミ合宿で（株）エイチ・ユーが「ゼミ合宿の宿」として提携・紹介する宿泊施設を利用した場合に宿泊 

料補助を行っていますので、ぜひご利用ください。詳細は、以下の大学ホームページにて掲載しています。 

大学ホームページ＞キャンパスライフ＞学生生活サポート＞ゼミでの契約宿舎利用における宿泊料補助 

https://www.hosei.ac.jp/campuslife/support/keiyaku/ 

 

 チューター制度（外国人留学生対象） 

本学大学院に在籍する大学院生（外国人留学生）等の教育研究を支援するため、チューター制度を導入してい 

ます。日本人学生あるいは上級留学生をチューター役として採用し、非正規生を含む下級生あるいは新入学生 

に対して大学院生活全般の指導にあたります。 

指導範囲は大学院授業で課されるレポートの助言・添削、学位論文、その他研究上の助言、大学院生活適応に関 

する助言、相談、学習上の助言、相談、その他、大学が研究遂行上、適切と認める指導、助言です。小金井キャ 

ンパスのチューターは、受講側の留学生の指導教員が必要に応じて募集します。 

http://www.mhlw.go.jp/bunya/nouryoku/kyouiku/
https://www.hosei.ac.jp/campuslife/support/keiyaku/
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12.  資料 

 法政大学大学院諸規則一覧 

 本大学院の諸規則は以下のとおりです。各規則は、大学院ホームページ「大学院について-学則・諸規則」

に掲載しています。 

法政大学大学院学則 

法政大学学位規則 

退学者の課程博士申請に伴う再入学に関する規程 

学位記等再交付の取り扱いに関する規則 

法政大学 100 周年記念大学院修士課程奨学金給付規程 

法政大学大学院博士後期課程研究助成金給付規程 

法政大学大学院学生海外留学補助金規程 

法政大学大学院学生学会等発表補助金規程 

法政大学大学院諸外国語による論文等校閲補助規程 

法政大学大学院学生論文掲載料補助規程 

法政大学大学院優秀博士論文出版助成金規程 

法政大学大学院生チューターに関する規程 

法政大学大学院科目等履修生規程 

法政大学大学院研修生・委託研修生・特別研修生規程 

法政大学大学院研究生規程 

法政大学大学院研究員規程 

法政大学大学院紀要要領〔人文・社会科学系〕 

法政大学大学院紀要要領〔理工系〕 

法政大学大学院早期修了に関する規則 

法政大学大学院特色ある教育研究プログラム実施補助規程 

大学院休学留学に関する規程 

大学院科目等履修生（履修証明プログラム生）規程 

法政大学大学院現地調査実施費用補助規程 

法政大学大学院学生の懲戒に関する規程 

図書館利用規程 
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 大学院英語名称一覧 

研究科 

Graduate School of **** 

専攻 

Major in**** 

課程 

Courses 

学位 

Degrees 

理工学 

Science and Engineering 

機械工学 

Mechanical Engineering 

修士 

Master's Course 

修士（工学） 

Master of Engineering （ Mechanical 

Engineering） 

博士後期 

Doctor's Course 

博士（工学） 

Doctor of Philosophy（Engineering） 

電気電子工学 

Electrical and Electronic 

Engineering 

修士 

Master's Course 

修士（工学） 

Master of Engineering（Electrical 

and Electronic Engineering） 

博士後期 

Doctor's Course 

博士（工学） 

Doctor of Philosophy（Engineering） 

応用情報工学 

Applied Informatics 

修士 

Master's Course 

修士（工学） 

Master of Engineering （ Applied 

Informatics） 

博士後期 

Doctor's Course 

博士（工学） 

Doctor of Philosophy（Engineering） 

システム理工学 

Systems Engineering and Sience 

修士 

Master's Course 

修士（工学） 

Master of Engineering（Systems 

Engineering and Science） 

博士後期 

Doctor's Course 

博士（工学） 

Doctor of Philosophy（Engineering） 

応用化学 修士 修士（理工学） 
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Applied Chemistry Master's Course Master of Science（Applied Chemistry） 

博士後期 

Doctor's Course 

博士（理工学） 

Doctor of Philosophy (Science) 

 

 

生命機能学 

Frontier Bioscience 

修士 

Master's Course 

修士（生命科学） 

Master of Science (Biosciene）  

Master of Science （ Clinical Plant 

Science） 

博士後期 

Doctor's Course 

博士（生命科学） 

Doctor of Philosophy (Science) 

研究科 

Graduate School of **** 

専攻 

Major in**** 

課程 

Courses 

学位 

Degrees 

情報科学 

Computer and Information 

Sciences 

情報科学 

Computer and Information Sciences 

修士 

Master's Course 

修士（理学） 

Master of Science（Computer and 

Information Sciences） 

博士後期 

Doctor's Course 

博士（理学） 

Doctor of Philosophy (Science) 
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＜特別学生＞ 

研究生 non-degree student (doctor 

level) 

研究員 research fellow 

研修生 non-degree student (master 

level) 

科目等履修生（聴講生） Auditor 

  法政大学プライバシーポリシー  

 学校法人法政大学（以下、「本学」という。）は、わが国の高等教育の充実に寄与すべき学校法人として、個人に関

する情報であって、特定の個人を識別できる情報又は他の情報と容易に照合することができ、それにより特定の個人

を識別することができるもの（以下、「個人情報」という。）を取得、利用、管理することがあります。その際、本学

は、個人情報の保護に関する法律（以下、「個人情報保護法」という。）等の法令を遵守し、個人情報を保護するとと

もに、できる限り、個人の意思を尊重しつつ、個人情報を取り扱うことが社会的責務と考え、次の取組みを推進して

まいります。 

（１）個人情報の保護、安全管理措置 

• 本学は、個人情報保護法等の法令を遵守いたします。 

• 本学は、個人情報の保護、運用、厳重な管理を実施いたします。 

 また、個人情報保護に関する監査を実施するとともに、学内体制、運用の改善を図ります。 

 また、本学が個人情報の取扱いを外部に委託する場合には、委託先の監督を実施いたします。 

• 本学は、個人情報保護及び特定個人情報取扱規程等の学内規程を定め、教職員に個人情報の保護を徹底し、教

育啓発活動を推進いたします。 

• 本学は、保有する個人情報について、不正アクセス、漏洩、滅失又は毀損等の管理上のリスクが存在すること

を常に強く意識し、これらに対する人的、物的安全管理措置を講じます。  

• 本学は、本プライバシーポリシーや学内規程の運用について、法令等の改正、社会情勢の変化、監査の結果等

に応じて継続的に改善してまいります。 

（２）個人情報の取扱い 

• 取得する個人情報の利用目的について 

 本学は、必要に応じて個人情報を収集する際には、その利用目的を明らかにし、収集した個人情報の使用範囲を目

的達成のために必要な範囲に限定し、適切に取扱うように努めます。 

 また、取扱う個人情報の利用目的を変更する場合は、変更前の利用目的と関連性を有すると合理的に認められる範

囲内で行い、変更された利用目的を本人に通知、または公表します。 

• 第三者提供 

 本学は、以下の①から⑥に記載する場合を除き、個人データ（「個人データベース等」を構成する個人情報）をあ

らかじめ本人の同意を得ないで、第三者に提供することはありません。 

 また、個人データに該当しない個人情報についても、できる限り個人データに準じて取扱います。 

①法令に基づいて個人情報を取扱う場合 

②人の生命、身体又は財産の保護のために必要な場合であって、本人の同意を得ることが困難である場合 

③公衆衛生の向上又は児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、本人の同意を得ることが困難

であるとき 
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④国の機関又は地方公共団体又はその委託を受けた者が法令の定める事務を遂行することに対して協力する必要があ

って、本人の同意を得ることにより当該事務の遂行に支障を及ぼすおそれがあるとき 

⑤本学「個人情報の取扱ガイドライン」に基づいて提供するとき 

⑥個人情報保護法に基づくオプトアウトを行っている場合 

（３）問合わせ先 

個人情報に関する問合わせは、 

問合わせ窓口（法政大学総務部庶務課 TEL：03-3264-9223 平日 9：00～17：00）にてお受けいたします。 
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  学生相談室  

■学生相談室とは ･･･ 大学院生も利用できます。 

 学生相談室は、大学生活で直面するさまざまな問題について、あなたとともに考え、解決の糸口を探して

いったり、新しい視点を見つけたりなど、よりよい「次の一歩」が踏み出せるように、お手伝いをしている

ところです。 

 誰に相談してよいかわからないとき、気軽に利用してください。カウンセラーが、丁寧にお話を聞き、ど

うしたらよいかを一緒に考えていきます。 

【たとえばこんなときに】 

• 人間関係がうまくいかない   • 自分の性格を知りたい 

• 最近眠れない         • 学業（勉強）で悩んでいる 

• 大学生活になじめない     • 将来のことで迷っている   など。 

■学生相談室の利用方法直接来室するか、電話で予約してください。 

相談時間は、1 回約 30 分～40 分でその人に合わせて必要な時間をお取りしています。希望により継続する

ことも可能です。 

一人では心細いと感じられる方は、友人や、家族の方と一緒に来室されても構いません。 

相談内容など秘密は守られますので、安心して来室してください。 

（来室者ご本人、または他者の生命、身体に危険が及ぶ可能性がある場合、法律に触れるような内容の場合

などは、例外的に、ご家族や関係者の方にお知らせすることがあります。） 

キャンパス 場所 電話 受付時間 

小金井キャンパス 管理棟 4 階 042-387-6050 [月～金] 9:30 ～ 11:30、12:30 ～ 16:30 

市ヶ谷キャンパス 富士見坂校舎 4 階 03-3264-9493 
[月] 9:30 ～ 11:30、12:30 ～ 17:00 

[火～金] 9:30 ～ 11:30、12:30 ～ 16:30  

多摩キャンパス 総合棟 2 階 042-783-2158 [月～金] 9:30 ～ 11:30、12:30 ～ 16:30 

■インフォメーション 

 学生相談室は、相談だけでなく、次のようなことも行っています。 

・ 心理テスト 

 性格や対人関係の傾向を知るためのテストです。結果は、カウンセラーが、個別に面談しながらお伝えし

ます。自分を知るきっかけとして利用してください。 

・グループワークの企画 

 学内の掲示板やホームページで随時お知らせしますので、興味のある方は、ぜひ参加してみてください。

利用が初めての方も大歓迎です。  

・法律相談（原則月 1 回 市ヶ谷キャンパス） 

弁護士による法律相談を原則月１回実施しています。開催日は学生相談室ホームページでお知らせします。

希望される方は、予約をお願いします。HP は下記 QRコードでアクセスできます。 
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  障がい学生支援室  

■障がい学生支援室とは 

 大学では、様々な障がいのある学生が学んでいます。 

 障がい学生支援室は、障がいのある学生がその他の学生と同じレベルで講義・実験等に参加できるように

するための修学支援(合理的配慮の調整)を中心に、学生が社会へ出るための自立をサポートしています。 

 また、障がい学生支援に関する啓発活動や学生ボランティア(障がい学生サポートスタッフ)の募集、育成

を行っています。 

 

■支援室の主な活動 

支援室の主な活動は以下のとおりです。 

・障がい学生との個別面談 

・授業、定期試験等における配慮内容の調整 

・学生生活の支援 

・進路・就職の支援 

・障がい学生支援に関する啓発活動 

・各種講習会の実施、学生サポートスタッフの育成など 

■障がい学生支援室 
キャンパス 場所 電話 開室時間 メールアドレス 

小金井キャンパス 管理棟 2 階 042-387-4556 [月～金] 9:00 ～ 11:30 

12:30 ～ 17:00  

kshien@hosei.ac.jp  

市ヶ谷キャンパス 外濠校舎 1 階 03-3264-6718 [月～金] 9:00 ～ 11:30 

12:30 ～ 17:00 
ishien@hosei.ac.jp 

多 摩キャンパス 総合棟 2 階 042-783-4038 
[月～金] 9:00 ～ 11:30 

12:30 ～ 17:00 
tmshien@hosei.ac.jp 

  ハラスメント相談室  

■ハラスメント防止宣言 

 「学校法人法政大学は、ハラスメントを禁止しています」 

 本学のすべての構成員が個人として尊重され、ハラスメントのない快適な就学環境において、学ぶ権利が

保障されるように努めます。本学はハラスメント防止・対策体制を定め、ハラスメントの防止に取り組みま

す。 
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■ハラスメント相談室 

 専門相談員がお話を伺い、解決に向けてサポートします。あなたの名誉やプライバシーに配慮しますの

で、どうぞ安心してご相談ください。 

場  所 市ヶ谷キャンパス ※多摩キャンパス、小金井キャンパスへの巡回相談も行います。 

開  室 [ 月～金 ] 9:30～11:30、12:30～16:30 （11:30～12:30 は応相談）※土日、祝日は閉

室 

相談方法 相談は面談を基本としています。事前予約の上お越しください。 

※入構制限中は Zoom面談も行います。 

連絡方法 

TEL：03-3264-4409 FAX：03-3264-4410 E-mail：stopharass@hosei.ac.jp 

※ E メールでのご連絡の場合は、パソコンからのメール返信になりますので「@adm. 

hosei.ac.jp」ドメインからのメールを受信できるように設定してから送信してください。 

 

■本学におけるハラスメントとは 

 学生生活の様々な場面における、相手の意に反した不快な言葉や行為を指します。相手がその言動を「不

適切」と受けとめる場合はハラスメントになる可能性があります。一方で価値観や感じ方の基準は人それぞ

れ多様なものであり、その言動がハラスメントにあたるかどうかの境界線は、相手との関係や前後の状況な

どにより変化します。 

 本学のハラスメントの定義については、公式 Web サイトの「ハラスメント防止・対策規程」「ハラスメン

ト防止・対策に関するガイドライン」をご参照ください。 

＜例＞ 

○成績評価や研究指導などの便宜をほのめかして性的関係をせまる。 

○執拗に性的行為への誘いや交際の働きかけを行う。 

○「女らしくない」「男のくせに」などの性差別・性役割観を押し付ける。 

○正当な理由なく、必要な教育・研究指導をしない。 

○正当な理由なく、学会や論文などで研究成果の発表を認めない。成果の横取りをする。 

○教育や研究に無関係な雑務または私用を強要する。 

■ハラスメントのないキャンパスのために 

被害にあったら 
○ハラスメントを受けていると感じたら、一人で悩まずに、ハラスメント相談室に連絡してください。 

相談室には家族や信頼できる友人、教職員と一緒に来室することもできます。 

○あなたが受けた言動について、日時・場所等がわかる記録を残してください。相談や申立ての際に役立ち

ます。 

○緊急の場合や暴力行為などにより心身に危険を感じる場合は、周囲に助けを求め、警察に連絡をしてくだ

さい。 

加害者にならないために 
○反対意見や「ノー」という意思表示がないからといって、それが合意・同意とは限りません。指導者や先

輩など立場が上の人は十分な配慮をしてください。 

○相手がハラスメントとして受けとめていることがわかったら、すぐに止めて真摯な態度で謝罪しましょ

う。 

ハラスメントをみかけたら 
○ハラスメントを見過ごさない勇気を持ちましょう。もしあなたが相談されたら、必要に応じてハラスメン

ト相談室での相談を勧めてあげてください。 

詳細は公式 Web サイト（「法政大学 ハラスメント相談室」で検索）をご覧ください。 
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女性研究者への支援 

○教員スタッフとして女性専任教員を置くほか、女性の専門相談員を週 5 日 1 名以上配置し、相談や解決手続きに

おける心理的負担の軽減をはかります。 

■ Q & A 

Q １．忙しくて行く時間がないので、メールで相談できませんか。 

A．最近は、メール相談が比較的一般的なものになってきました。時間の調整が難しい場合、メール相談ができる

と便利ですよね。 

  でも、ハラスメント相談室での相談は、面談を基本にしています。メールは時間や場所を問わない点でも、た

しかに便利なのですが、誤送信をはじめ相談内容を守秘する上でリスクがあります。また、ハラスメントの解決に

向けては、適切な手立てを相談者と一緒に考えていきます。 

  相談者から送られてきたメールだけをもとに、相談室が独自で調査をしたり対応策をとったりすることは、本

学のハラスメント防止・対策規程の上でもできないことになっています。 

  授業時間の関係で面談時間をとるのが難しい場合があると思いますが、可能な限り時間を調整いたしますの

で、まずはご連絡ください。 

Q ２．私の受けた行為がハラスメントなのかどうかを知りたいのですが。 

A．「ハラスメントなのかどうかを知りたい」という気持ちの裏には、いろんな思いがあると思います。ハラスメン

トを受け、「こちらにも落ち度があったのではないか」と必要以上に自分を責めてしまうような時、「それはハラス

メントだよ」と言ってもらうだけで救われることもあるでしょう。 

  ハラスメント相談室は、当事者双方のお話を伺うことができないためハラスメントにあたるかどうかの判断は

できない仕組みになっています。その事柄をめぐる相談者の気持ちを踏まえながら、問題の解決方法を一緒に探り

ます。 

  相談者が「大学としてハラスメントかどうか判断して欲しい」「相手を処分して欲しい」等を希望するとき

は、申立ての手続きをサポートします。ハラスメント防止・対策委員会に申立書を提出し、その後受理された場合

には、審査委員会が立ち上がり、中立的な立場で当事者や関係者等への聞き取り調査を行います。最終的に防止・

対策委員会が、ハラスメントにあたるかどうかを判断します。 
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 グリーン・ユニバーシティをめざして  

◎高等教育機関として、持続可能な地球社会の実現に向けた取り組みをすすめています。 

法政大学は、1999 年に「環境憲章」を制定し、2017 年度には「ISO14001」規格に基づいた EMS から PDCA

サイクルに基づいた本学独自の EMS（環境マネジメントシステム）である「法政大学 EMS」に移行しました。

「法政大学 EMS」は、教育研究を始めとするあらゆる活動を通し、地球環境との調和・共存と人間的豊かさの

達成を目指すためにグリーン・ユニバーシティの実現に向けて積極的に取り組んでいます。 

 

◎「法政大学環境マネジメントシステム（EMS）」とは 

「法政大学 EMS」は、目標管理の原則に従って実践するシステムをとっており、環境教育研究、環境保全に

関する「環境目的・目標」を策定しています。まず、「法政大学環境方針」を具体化した三年単位の「環境目的」

を定め、中期的に何にどのように取り組むか設定します。つぎに、「環境目的」を達成するために一年単位の行

動計画である「環境目標」を定め、「環境目的・目標」の両面から達成状況をモニタリングして実効性を高めて

います。更には、「法政大学 EMS」においては、環境教育研究、環境保全に関する「環境目的・目標」の達成

に向けて、単年度の実施計画として「グリーン・キャンパス創造計画」を策定しています。 

 

◎各キャンパスの特色をいかした「環境教育・研究」を推進しています。 

 環境教育研究は、各学部より選出された EMS 委員より構成された各地区の「環境委員会」を設置し、キャ

ンパス単位の「環境目的・目標」を定めて持続可能な社会の実現に貢献できる人材の育成を目指します。 

地球環境問題、SDGs を始めとする社会・経済問題の解明や解決に向けた教育研究の成果を発表する場、「環

境展」 

 2021 年 11 月に開催された「第 22 回環境展」は、本学学生・教職員に

加えて、国土交通省国土地理院、地球環境パートナーシッププラザ、公

益財団法人東京都環境公社／東京都地球温暖化防止活動推進センター、

新宿区立環境学習情報センター、千代田エコシステム推進協議会、法政

大学生活協同組合にご協力いただき、オンライン形式にて開催しました。

対面方式の開催が実現した「環境展」特別企画・講演会においては、国

土交通省国土地理院地理空間情報企画室より佐藤 壮紀室長を講師にお

迎えして、地震災害、火山災害、風水害を始めとした自然災害を取りあ

げて「地理空間情報」をテーマに「我々が暮らす地球の謎」に迫りました。「地理空間情報」は、人工衛星を用

いて収集した位置（場所）に関する情報及び位置に関連付けられた情報として、これからの社会にとって地震、

洪水を始めとする自然現象の観測、地形や災害リスクの特定から犯罪予防等に活用が期待される重要な科学技

術となります。 
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「法政大学屋上緑化維持管理プロジェクト－法政大学で最愛の庭園を目指します－」 

市ケ谷キャンパスにおいては、屋上庭園の企画から維持管理に至る

まで学生が参画した全国でも珍しいプロセスを踏まえて 2005 年に誕

生した「グリーン・テラス」を拠点に「法政大学で最愛の庭園」を目指

して屋上緑化維持管理プロジェクトが活動しています。2021 年度は、

新型コロナウィルス感染症拡大防止策を講じて、人間や生物にとって

も居心地のいい「法政大学で最愛の庭園」を目指して、「気候変動の適

応策」としての緑化や外濠における周辺環境との調和を視野に入れた

「生物多様性の保全」、ルーペを用いて苔類や屋上庭園に生息する生物

の「自然観察」を実施しました。 

「法政大学屋上緑化維持管理プロジェクト」は、新宿区、千代田区にまたがる「外濠」における人間や生物

にとっても居心地のいい「法政大学で最愛の庭園」を目指した取り組みとして、「第 13 回新宿エコワン・グラ

ンプリ グループ部門 優秀賞」及び「令和 3 年度ちよだ生物多様性大賞 入賞」の評価をいただきました。 

◎キャンパスにおける一つ一つの行動の積み重ねが地球環境問題に影響を与えています。 

環境保全活動は、全学的な「環境保全委員会」を設置し、三キャンパス共通の「環境目的・目標」を定めて

「省資源の推進」、「省エネルギー」、「廃棄物の抑制と再資源化の促進」に向けた取り組みを重点的に取り組ん

でいます。環境保全活動は、大学財政における光熱水費の負担を軽減し、持続可能な地球社会の構築に向けて、

教育研究活動の活性化に相乗効果をもたらすことが期待されています。 

2021 年度には、教育研究活動を充実させながら、健康的に、地球環境問題の解決を目指すための「心構え」

を示した「法政大学の掟」について新たに「快適さ」を意識してリニューアルしました。 

法政大学環境センターは、新宿区主催「第 14 回新宿エコワン・グランプリコンテスト」環境にやさしい事

業者部門において、学生・教職員の「行動変容」を目指した取り組みが「環境にやさしい事業者大賞」を受賞

しました。 

 

快適に、健康的な節電キャンパスライフを目指した「法政大学の掟」 

新型コロナウイルス感染症拡大防止策としてマスクを着用している学

生・教職員も多く、夏季には「熱中症の防止」などの観点から、例年以上

に「快適さ」を意識して、「環境マネジメントプログラムの運用方法」を

「工夫」します。「法政大学の掟」においては、教育研究の推進と両立し、

エネルギー使用量の削減効果が期待される「待機電力削減のポイント」、

「どのような服装、食事を活用すると、どのくらい体感温度が調整される

のか」に関する目安を示し、教育研究・大学生活を充実させながら、快適

に、健康的に、地球環境問題の解決を目指します。 
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紙資源削減に向けた法政大学の掟 

 我々人類が暮らす「地球」においては、「なぜ、紙資源の削減に取り組まなければな

らないのか」、「配布資料の電子化を進めることで、どのような効果が期待されるのか」、

「環境マネジメントプログラム実施のポイント」を、えこぴょんを始めとした森林で暮

らす「動物」から「紙資源削減に向けた法政大学の掟」としてお伝えします。 

  

廃棄物の削減を目指して、3R（Reduce, Reuse, Recycle）を徹底するべし 

法政大学の掟 

「廃棄物削減を目指して、3R（REDUCE、REUSE、RECYCLE）を徹底するべし」

においては、日常的に、頻繁に発生する「食事」に関連した廃棄物や海洋汚染などを一

因となる使い捨てプラスチックを中心に、「REDUCE：ごみの発生、資源の消費をもと

から減らすこと」、「REUSE：くりかえし使う」、「RECYCLE：資源として再び利用する」

という廃棄物削減に向けた 3R のサイクルを中心に、「廃棄物削減」の妨げとなる「行動

バイアス」となる廃棄物分別の運用基準を混同しやすい「廃棄物」の代表例を紹介しま

した。 

 

 

                                  

 

詳細は 法政大学環境センター 🔍 で検索願います。 

【お問い合わせ先】 

環境センター市ヶ谷環境事務課 

Tel 03－3264－5681 Fax 03－3264－5545 

E-mail: ickankyo@hosei.ac.jp 

多摩環境事務課 

Tel 042－783－2081 Fax 042－783－2043 

E-mail: tmkankyo@hosei.ac.jp 

小金井環境事務課 

Tel 042－387－6006 Fax 042－387－6048 

E-mail: kgkankyo@hosei.ac.jp 
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 法政大学大学院の歩み  

13. 大学院の歩み 

 1951 年 人文科学研究科に哲学・日本文学・英文学専攻、社会科学研究科に経済学専攻のそれぞれ修士課程を設置 

 1952 年 人文科学研究科に国史学専攻（夜間）と社会科学研究科に私法学専攻の修士課程を設置 

 1953 年 人文科学研究科に地理学専攻（夜間）の修士課程を設置  大学院専用校舎 53 年館竣工 

 1954 年 国史学専攻を日本史学専攻に名称変更 

 1955 年 哲学・日本文学・英文学・日本史学・地理学専攻、経済学・私法専攻に博士後期課程を設置 

 1956 年 社会科学研究科に政治学専攻・修士課程を設置 

 1958 年 政治学専攻に博士後期課程を設置 

 1964 年 社会科学研究科に社会学専攻・修士課程を設置 

 1965 年 工学研究科を設置し、修士課程に機械工学・電気工学・建設工学専攻を設置 

 1966 年 社会学専攻に博士後期課程を設置 

 1968 年 電気工学専攻に博士後期課程を設置 

 1985 年 工学部大学院棟竣工 

 1986 年 機械工学・建設工学に博士後期課程を設置 

 1987 年 工学研究科にシステム工学専攻・修士課程を設置 

 1989 年 システム工学専攻に博士後期課程を設置 

 1991 年 私法学専攻を法律学専攻に名称変更 

 1992 年 経営学専攻を経済学専攻から分離独立させ、経営学専攻に修士・博士後期課程を設置。経済学と経営学専攻 

  の修士課程で昼夜開講制を実施。 大学院専用棟 92 年館（現大学院棟）竣工 

 1995 年 経営学専攻・博士後期課程で昼夜開講制を実施（日本初の夜間博士後期課程） 

 1998 年 法律学専攻・修士課程に法曹コースを設置し、従来のものを研究コースとした。政治学専攻・修士課程で昼 

夜開講制を実施 

 2000 年 工学研究科に物質化学・情報電子工学専攻の修士・博士後期課程を設置    

電気学専攻・修士課程に 1 年制 IT プロフェッショナルコースを設置    

人文科学研究科・全専攻修士課程で昼夜開講制を設置 

 2001 年 社会科学研究科に政策科学専攻（昼夜開講制）修士・博士後期課程を設置 

 2002 年 人間社会研究科および情報科学研究科（ともに修士・博士後期課程）を設置 

 2003 年 社会科学研究科環境マネジメント専攻修士課程および国際日本学インスティテュートを設置    

 社会科学研究科経済学専攻・博士後期課程で昼夜開講制を実施 

 2004 年 法務研究科、イノベージョン・マネジメント研究科、国際文化専攻、国際日本学インスティテュート（博士 

後期課程）を設置 

    社会科学研究科を改組し、経済学研究科経済学専攻、法学研究科法律学専攻、政治学研究科政治学専攻、 

社会学研究科社会学専攻、経営学研究科経営学専攻、政策科学研究科政策科学専攻、環境マネジメント研 

究科環境マネジメント専攻を設置 
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 2005 年 経営学研究科キャリアデザイン学専攻、システムデザイン研究科システムデザイン専攻、イノベーション・ 

マネジメント研究科アカウンティング専攻を設置 

 2006 年 人文科学研究科心理学専攻を設置 

   人文科学研究科国際文化専攻を改組し、国際文化研究科国際文化専攻を設置 

 2008 年 政策創造研究科政策創造専攻を設置 

 2010 年 政治学研究科に国際政治学専攻を設置 

   工学研究科建設工学専攻とシステムデザイン研究科を改組し、デザイン工学研究科建築学専攻、 

都市環境デザイン工学専攻、システムデザイン専攻を設置    

 工学研究科に生命機能学専攻を設置 

 2011 年 国際日本学インスティテュートが改組転換の上、人文科学研究科に設置     

人文科学研究科日本史学専攻を史学専攻へ名称変更 

 2012 年 政治学（夜）、政策科学、環境マネジメント、政策創造政治・行政プログラムの 4 研究科を統合、 

公共政策研究科として設置     

工学研究科生命機能学専攻内に植物医科学領域を設置 

 2013 年 工学研究科を改組し、理工学研究科機械工学専攻、電気電子工学専攻、応用情報工学専攻、 

システム工学専攻、応用化学専攻、生命機能学専攻を設置     

経営学研究科から独立改組し、キャリアデザイン学研究科キャリアデザイン学専攻を設置 

   社会学専攻・修士課程にメディアコースを設置し、従来のものを社会学コースとした。 

 2015 年 連帯社会インスティテュート（修士課程）を設置 

 2016 年 公共政策研究科にサステイナビリティ学専攻を設置、スポーツ健康学研究科スポーツ健康学専攻を設置     

 理工学研究科と情報科学研究科との横断型英語学位プログラム（IIST）を設置     

 理工学研究科システム工学専攻をシステム理工学専攻へ名称変更 

2015 年 連帯社会インスティテュート（修士課程）を設置 

2016 年 公共政策研究科にサステイナビリティ学専攻を設置、スポーツ健康学研究科スポーツ健康学専攻を設置 

2017 年 経済学研究科経済学専攻・修士課程に 1 年制を設置 

2019 年 人文科学研究科国際日本学インスティテュートと上海外国語大学日本文化経済学院との共同学位（ダブ

ル・ディグリー）プログラム開設 

 


